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|論説
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第5市環境アセスメントにおける紛争処理
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第3節環境アセスメシト紛争的行政訴訟
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おわりに

第3節環境アセスメントの実行状況

1 統計から見る建設プロジェヲ卜の実行状況

環境アセスメントの実行状況を把握するために、まず、建設ブロジコ

クトの場境管即における 2つの政lit統計を児てみようっ つは域境アセ

スメ〆ト手続の実行状況を表したものである(表 3-1-1)0

最近10年聞のデータを見ると、建設プロジェクトの立案件数は1997年

にむ十減少したことを除けば、毎年増加する みであり、それに伴い、

環境アセスメン卜の実行件数も増え続け、元行半は1999年にいったん下

格したものの、 1996年の81.6%からト昇し、 200o年に99.5%という l古い

実行半を記録している、実行半の上昇について、政府はこの10年間で、

建設プロジェクト環境アセスメント手続の実行を強化した結果であると

自負している U

また、環JJiアセスメントの報告書・椛白衣.:J.昌己表など名評価形式聞

のii:が大きいことがわかる。つまり、このて者の中で報有害による実行

件数が最も少なく、報告表、}l記表というl似に実行件数が多くなってい

北1*朕)(:5'159)1303 [901 
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表 3-3-1 近年の建設ブ口ジT.?ト環境アセスメントの袋行状況
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リl、 河、カ 0)ミベでみ，{j，'-fi，!わil';:，( 

!Id仇 1:'1上 1I初完午抗 l 快)7-~()(1行午の各年肢のデーヤ!こよ:; -f'l';}乙

る(とどし、 199f，1f------1998 1j はぷく i" 寸なわ粍、
rチミ:;~の 1 思 Jj$.: ア七スメ

ン~;土、 Jt較的絞裕士子fイ可 yレールで jJ わ札。 'U告言の実施がこく 品l二

とどまり、そtしより主手やかな;i~'Al1)レーjレ
ふブみ，~よ .x .̂ )_  ，1il.1.'=1 
4しノミ;)~以''"て、 に?り心 ヨグノ

どJ了で流ませ三ぞ己表の実M，刀λ圧倒的にちいc このことから、環境ア七

スメントラf~たは形式;流一三れといるのとはないがと デミれるよ。

いま つの統計[土、建設プロジ v クト二1，，1時制度の'*1-1官、況を支 L

f ものである(表 ::~-3-:~) 。

1997Aーをで';:;).工、コ黙ながら、建設ブロンェクトのよ目)}日に伴い、 H 

時期j泣の云行件数も常え、実行手は各年度lおいてはらっさがある 三

丈、 InjH':jノ?情不も年ごとに変!とがみムれるものの、井本的1~ 1日Jいノ干情

半を不しているハ

じて見れば、ょ!i:f*ーの戸、法なれ治成 J~:(，こ1'1' い、フロジェクトの件数が

にIf訪日する中で、]宗2菟?ゼスメント制度ベコー司i時制慢のだ行ゎも相

cちしてトうしノてt'る!一 られる〈 とLころが、よ~伏、防ιを柱とjる

1 この ;(j午問の岐J竜アゼスメント突行作設における報告吾・報告去 登記去の

占める訓合(土、それぞれ3.0%.34ワ%. 62.8%であり、訪山吉作成引制合か

1 jTl げ'~¥こノゴ少な， ， 
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表3-3-2:建設ブ口ジT.?ト三向時制度の実行状況
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;H央 q:c l司比噴~;j盈J99ウ クリO!/fCJえ{，度ι、フータ←よ'<1乍え

マ 4 スメント帝IJ!支'\，) ~rl-'l r-丁制度の実行卒がこれはと高 ν 、 i こもかかわら

ず、なぜ1翠Jよ主主=化を食いiIめることがで主ないのかが|叫出となるへこの

ため、これらヲータの信忍牲に疑羽が牛じ。〈

，)J;;;~' (/) ~::ころ、住設ブロジ 1 クト lU 先に者工、後にす続: U[;\~告は(先

上半、/乏H京日あるいは ;J~ にぷJ守、後に1ff〆白、?(原誌は[，)t批f主主主J)

という計同経済時期;おりる政治f平副j の~，4i ~ ， ~;*jゅの F で、非行即的な託

業 J地など明らかlpj主法士状志、むも、鎮の 声 u息詰(土[首長玄ム、;)
:こよ 1)ブロジょクトが認sj'dれることカイPなくなし，ミアセスバント

'1': 1丁卒の共11) を，ml'IT，g するために、以下では~-L主にわたる〔環評 I~l暴いの

)J-;主将済E与野JにおしもC.1主家ある， ，は ;1((，方経済行政?令部門~，:;::、特定のす;(""

投資fR/英、超常グ〉住i呆会前提条件として、ブr;ジェクトを先にl志でしてしまう

こJが般的であらわ(同町 l 外持品影響評{内fb-Il l!ι Jt宣'<:EJf';;七点没半開発~'):

治的三こ~ぃ伴程;{JJ CAニ京λ守:(i-j収11， 2i川6年l 明白頁人

2滞日-;':)IÚ: 暴と{土、凶ま環境侭E主税局が?，OO~/ から;主続 3 イ|で、環境影響孔削ま

に反4/~:li、業)こ付し ι以締りをh'ったJ京J完七三実行市Jj でよ〉る J 立 iY.. b午、門家持j克

↑'r. ~N説、日jが訂価法の厳粛引をお調するために、耳足場アセスメ/ト有{:!去のぷ可

ど得ないまま操業を開始した30ト:--:-C-::大企裟に対しご町長業停止余命じ、間連fdコ

を追及した これを国務院が支おし、マスメデ J アが幸三辺L、公衆"/Jゴ!人殺し、

?とd環J党 í~ ii.1!;事業 l 大きなイ/ノミク r を与えたc これを世E隔が l

~Lì:.土砂コ '1:) 7) l: 01 1921 
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2 3度の環評風暴の発生

ふ 士山

間 "iG

近年、党中及、図議院は11J斡下〆(、 L 入力レートする環境問題を解決す

るために、一連の霊安な{草地政資:ご t1) 、攻、;呈 J只~i主主J:二対する 1] ーダ

シソブをノ U っそう強化しつつあるハ例え:工、主己責ê!~之境保全の nîでは、

l天然林保護 J 政策、 l滋耕j宝十本.1:t:C予定、 封11主主牧(11を間総し、

伐採平方主牧をtTlfする)JIえ不等をとってぷ i'J、建設フγrジ ιクトの球

J主干干lj!の i自j では、引き続き環境;去にi主反する行為の賎格な以締 γを rJ"~J

ていると以下ご検討する球"十Nil訴はそのよ~，なす計置の つむあるといえ

よ与。

( (1 環評風暴の発生

~f削口、持fj 彼ヨ年以トジ〉期間をまii ともなお、 t長崎γ セス式ン L ざた j容に、

ノよよなからずの問辿が存ずしていた)そこで、初日4.fTりH9円、出家者

保護符e"lI 土、 I 党4!:プ口ン二クトの環J，~;ア七スメントを松併に行い、無

呼びはじめたのじあるu また 時保嵐長 J とむ呼ばれるが、ノイ的 Cは出G'f風認

といっ呼ぴ)jヂ}ヱ;1.'斗るやなお、高tk干減廷は 1日光生していると、 aつ主張カある J

つまり、第 jIcJ の応日十胤主主シは、ヰ(凡17午 7 月:ミ i] 、松同が派兵!な水J~:汚泌，:.~~:;兄

[ かんがみ、三iT.l百戸IJ.准i:~J " ~.年ρJの IZ;} んuりをに lj げるノ1"('~ 守f号ァア深刻ーへ

}宗主間関が照JTで品る 8つのお出 2つのl日開)つのム業17を対象lこ:(:j:")たい
わゆる i$U戎審 (;<:f~~Jt • }(8 ~;l J\]民需は :'ìil~ 去し :ìJHU) ~主主主を nr~_ -C~.) る これ

によけ、 :I- ， j~}k 滅寸のおの汚染合亥おJ:?} 6つの汚/批張主主場によずしJ行j〆f監督促置
が行おれよ介いわ札てし;~) (j'品'i1';毎[超越持境武器 -----11 1 司時j克子'[-iJÇ(以~~さ"

1圭勺究中国法制IH版位、ワOU8'iτ) 1 U(J C{) ，) 
.， 111えは、 208.'1午4F1かよ II月にかけて '1家，詰境保護村、川、 1'"i主党展 l:;z争委

員会、!詰察 ':11、十位?政旨 J~総 l司、 I;JH一九 11 安~ ~ I広千手首M総同がム1[11で令i到に

おける汚染均出会述i}~I: 排出する計i誌に対して取り締まりを行った。 7か y寸1F

で1以刑:.~;: iJの汚染問題J取り刊uま1'-1が及び、和;発さオした球境問題;まフ刀 7()日J

f 、 'I~i)清まりにより閉鎖さナしたり染物注法排ιz企業は制621"七 'Ii辛伴11・界

仰のS?令を受けた企業は3861計、 W;間限定の詮怜<"./.¥を受けた企業は(七日計、

処分ちれと玄11t;;'は lSS人{その内政府関係首がお1人l でめった
~:Hp> /\\'W\.v.;ú~h 点、.~;:，印刷 !('ll\. in[ο/3 7 20汎 OO.pdJ I伝終アクセス ['U、

~~()~;9::E 5月明Ii) を巻原ハ

1031 北品、 óO\ :J '~5G;1訂。
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析の党'主建設を判j上とする ()民誌は〔厳格電九九項 tj身長ド堅沢市七止電!II'f.ll[，

i予建設〆J と~ ，うァーマごよ子ヰを発布L、:~~け 2i 日、 T続i卓d-、の(ボブロ

シェクトをこ三にj暗殺〆て、環境アセスメントを実依する際の法Jこ4るわ

剖jと秩序あえο行為を強調したc これが、 1最主川:暴の司i}"i1!1lれであηf二

2005年:月18H 仁、 1-1:1:~{:Ui~境保議総局は30件〈ノコフt型;'ロジ γ クト対

L-C 波紋1'111を命じ(hi~、訟は r:Ui 伝1)、 i:l 回全土をゆき立たぜた球評胤

暴が本十品IUにはじまうた。その:30ft.の穴ヨリ 7 日ジェケトのうち2611'が先

電所であ:)i、投資総領は1179.4窓jcrーのぼるという)こ:-1-~_ ?ゾ第 Icclの

万、自尽lJ支，，("'めるの

日{月:Xi!trL月7円、 ;;2lliI.J)時，PNR誌が発ょとした。松イじ，1ぷ質)-1ノt笥事件
第 4章で才えりあげるjのようなE議長汚染事件が金問で多殺していた円

ことがお 21uiの13立計一風忠の亙長的な導火線となった今[Ijr土、 iilJ;I! ;:(-出¥

地方、自然仮設区、人u密集地区な;.-_~0)デリうートな区域を凶心正

した/令凶I;!'i件のfヒて吉1じずiブ口ジ J ク l、を対象に打1i)淵へを行ったυ

そしてJf資総額がおおよそ 29(HそJしにのぼるlC{'干のプロジェク pが三同

町出j夜に反していたニとが?と党し、阪;片付きは11宇dI7二られたコ

そ L で、 2川7 イ11 月 [n 日、出家持;~~~(;，長総}nJ[ょ縦士克アてスメ〉ト市IJI支

および IliJ~~: f;:1 伎に反 j る 8211' 0建設フロジコクを全戸(に通報し、

第:):1→IUJl'ii汁出し棋が発守 1~た A この対象こ戸 j しだ821'!の港設 7._1 ジ L ク

川{土瓶欽 宅 }J. {会金等の領践が含ま札、投資総結i土]寸23億Jc)、のほ

マド応五日一 r-'.時 f~.!!来、暴 ， i:e~塁 . J:~); 保護 1凶己者側校 (I'[片)2007千r:::51;1 U、
:!()8 ，~};'I 1 (宍

今このうち火);発足ブI-lジ iク:'1/<20社、本))発電プ1-1ジヱ夕、が3千十、 500

;;t.ロポ)レト安宅プロジォクヘが ::1f_上斤ま札、その他vこ有化、出紙、泣E昔、品防

などのプロンゴクトな手力、めるこいうい三7iJ・HU掲7上 2・:3:39虫い

2UQ6-1fだけ c 、全[:}~:(j)範苅で与を牛した重大な院議FiSl!:す下れはlωi牛じものぼり、
、1')1J2 ' :1叶に，(11と v，う 1士J~ )制台が続v" 亡しミ?~， IUT，p>' '¥vww_zhh日目、η

ムnJnノJdjh/2()()70l/L2出)70118997S/1.I】1n: (1'R終アケ七ス II[よ、 3D心9'下5)--:12引"

を呑照}

三、こにムの Y口>.sクト:三、 ::l凶2つ'6• f:Tのま4鉄、バ，ei~~、千千UJ 、 1 ，ノ l 等 12業仮

に N:. び、そσ っちの 2:-_/'与がま'-Yc;克似;書三 I~"JRo_j制l長に以し、外)件が千品Jiア J ススン

ト制度i二反していた

:Li:.土砂コ:.J'1:)5) l299 19，1 
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[2i 3度の環評嵐暴の分析

1 )背景と H

ふ 士山

間 "iG

:JIU色のように、 2:)0:-32=9月(.~'" ~:; f Wli法が施行きれて以世頻苫な効果がな

く、住設ァロジ]クトが依然/して;I~m千絞を lllr:視し、 j主法注設ノ;、Jc常

に深刻であることを??示l二、国家球攻保設説、jJlは、建設ゾロン 夕、の

F 杭没法を打撃する二とを弟 1四球評Jヨ呂律としたc

これに列 L亡、第三 1;-11球討側、暴l土、特に不適切な自による T完I'.fJ也

が!;(斗で、 1"1:号車守也で2君主汚染字以がキヲごしていたこ!を背景に、デワ

々 トな区:ilZにおけるプロジェ夕、、を判事としてf，'，紛れをf丁ったものご
ある。これは第l回の土器許庶民と呉なり、計両珠J.kT七スメン卜の促進

を最丈のU標とした

また、環 l見汚染事 ii:Z や環 ljt粉争が多発-~-- 6 中む、 ['10)汚染J4~WI 物(i)j:] lj

jg~U 呼lおよびエネルギ節約ゴ襟が'九 lえできなかったことが 31吃 Uc勺

現市民、思ラ去と!の背景であコたτ J とがって、環託汚染の均除およ[/~文民

γセユミメン下、出j夜Uコヰ言、Ilが百二日 111の環汗風景の判襟となっ ho いわば¥

つ川~)イr;うらはじまった 31支の士院t';: )Dl~畏の狙可、 l 士、建設プロジ 1 クトの進

ィ土建設お4ぴI"'i内環境仏況の国k~.- ::::に箔みて、環境ア斗スメント制反を

真剣に宍frすること;あった A

2 )各J貫主干風暴の特徴

以~'I 師、呆の符警は、その対象シ TiJに~J1れてしるノ 13われる ιζlノ只

件、;切にいえば、 l囚討の風暴と;土、 uこJ~tf.\アセスメンに者ノ台ー認可 T

を実行せず組問で判 11 た電力活電所(.~'" ~'J して B:jl~坐に建設停|や命じ

u示請で;土、¥7DJr1ヰ停]丸、従来「電話回」と 'C-き丈 IIHJ企煮をは

じめて攻締りの刈)したハ

リ吋11p:l/hi.b<licJ，;.COlユ/;sjxx/hlo符 ik:l1 /-t'7 l: hri (j r97SdO f25 h:d2df2手5.l】1nι[，ゲイト

jレ li、「印国水l~ri甘{話下件的多発 ft:i 存の吋:i~~をr:su:;--;~)日に ~~-)I-;見向拾がJ骨ぢ IJ

〆事政問先中制ぷ汚染“石 l広々2~:ci x;:~~転校つにある。最終 f クセス 1 i:土、刻、D

午リ片 20 日)を参;!\~~

li 両日作てfr H.'.くからみと山'，1の味境~;響;01i可';Jr支の特色 H .~"と半 ，::j O").':íと

電所における将校長主主，n叶内制:rt(:. :L~衆参加J------J 計会手'-?ìi7J~ イ 1'---;殺計百(三小川イ1'-)

18頁{

10.; I ，1t品、 óO\ :J '~54;129i'



中 1-，，::7));古底アヒスメノト法市山立の1551宣 主E;:j ノ'lJJ県3

また、 2]ul IIの風景では、すで(建設されたつ。ロジ クトが二]"J時制

度のメ、執行だにではなく、建百三プ口ジ】デトir;s:工時境保会没者'1'絞も夜

11 していないイ]~Jじ石出業に X' 向 J7 ら札、期 l浪イ、J i誌の笠常 f原zFでは

、取J担埜「なJ)が命じっ引 7こが、その111"，(-土建設ブ口ジ Lクトの，'，地を

はじめ、言|利の1素直アセスメ〆 iの台玉虫性、科学生を促進するここで品つ
ナ、
J、，-

二れに苅して、 :lI~ど自の風暴は、対象諮問が以〈、松台?なな J 法を~)(，-) 

ている c 例えば、問 者と退って、第 311-11の改正刻象i'n:.-，. L クトは電

ノJ.イヒ 1 ・j:的、.I!，全会 2-l:JrfIL久い業経にZえんでおり、 しかもs2f牛の建設

プロジェ夕、、のうちωiすが環境ア子:スメント刺 l主に j ぇ L 、り:3件が~r-;;Jn寸

~J:Jrt にG[ :.，てU るとされ、地域的 iこもどと「可範UJIに及んでし hるのである。

3 }効果

20m;年から連続九年で、いずれも年間けごろに発生し丈一環百l胤暴IJシ

のような効-*を残したのか J 般的に;ム l剥境保忍苧主主(立重:立視され

ている、口千五::i法!止 l事手法 I('7三主J;ti告ない法j ではない"というメ )"C

ジを5t信したほか、環境アセスメン p制j変および-，].iJ向車l!1工会以ねする

高，'対 L'( 定め を甘えた lことはf-~';t:できな匂~かし、それら

の;ぁJ、有 令~r:培、異なるれ疫の過叫に;車与れ、またア斗スメント

補充によって、 白ち; 「絞訂的才7工」の前 11]"が Fれるなといわゆる「守口

仁者 1 、fゎー訟lでするJ古いjQを品、む結果とな r だ この中で、涜計

1去を冊視した各荷事業の計五宮口d権者を Yよじめ、企業、国家以境保設総14

それぞれがおのおの勝利を得ているが、 JHなわれているのが評俳ィj、の尊

11 --H反発"ぷ合!式辞' 的影~i~:;J!z ..g.~:R JJ~的出l~:ÇA法可府立一葦l1-::f{法rア院J子桜、

:!()¥);-j年4-r.月 l総会H!月) lS子{

l 汐~，7，工、め l同諜涜民暴の「津 ij:停1ト命令」会主け、 22，;7日、主主力 ;~~~~'人

斗に建設を作止したが、長七一峡プロジマクト原発総会祉をは νめ，~ "る 8ペ

グ)'fロジ」クト i土建設をf'fiI しようとしなか"，たc 日0-::5ノ"1 )j 2，11、L!ilヨミ;最Jiさ

fd是主i{~:uj(立、それらの /n乙L クト:こ討し亡 行政史_..，;宇前団主:1書 lと i矧浜

付主整情通知古」か先行すると ";1昨"、 3丁目士ンjとと仁iJ li従 J ない場合は強山J 二t~+r

-;y'f子うど発表しむこのうな長f主なt'j'Cちによりそれらのづ IIジコクトは建!設

を百三11，L、1霞j克アセスメン k手続をI'mよこしたといわれてv、る u土52・前掲注?" 
3刊九 r，

~Lì:.土砂コ:.)'1:)3) l297 19(! 1 



弈

京と時I九ノL~-;十ll'Jf去であるl:1

ふ 士山

間 "iG

連続 Lて発生したfJ計 }~iL暴を、党rj-l 央国務 p;éì ，i 主主く計{占し、 J!;'Uj完ア七

スメシ i'j)社 fl~ を るDflimな態度をノトじたほか、チオ??のi!'1口JI.-jおよ

NGOの又援などにぶって、時境ア tスメント宇業が重要領され

るtうになった J

出家主it境保み総:)誌の添u;.r{Ij)首長の話iこよると、連続球評!1H善を混じて、

公i比一?企索引法意識がlコJ 孟:)、 ~~j~アーf:スメシ ;ち1"立の執行半は ~tfl著 vこ

高まヮたとしジ}ヮ L16、し、女 ::)-3-1に示した具休的な7ータからは

ると、環境アセスメン入。)実ヌ 26は2004年付 I，f:(ですで;、 993%のI'，..，'Jいレ

ペルlこよヱLてしゾ仁、 その効果がどれほと?のものであ J、たのかはE

ずしも明らかごはなI:¥

また、述絞球許閥、暴の対象こな Jた丈型行、去にl':['J主7アわ為の J円、休均

事例か円;土、すでに挙げ7:'品l統計:夫元 日 i に表:~ -:l - :~) (i)c; 

忠弘に統制を持たざるをえないυ それは、殺涜アセスメン i、子筏および

同時手絞がlO(ゅ;~ !二近い~1了予をあげているにもかかわら F、支|祭に

数多1のよ主♂介業が次々と迩寸読し環境全俸がますます正化の 途を

たどって v、るからであるい J

1 ) 環ミエi令、\~の

追手)11)岩~:: hrK誌は市岡 ?32-定 e{~;主 lつ-JJ/i5 (、北にくかかわっとおり、決L-c半五
00:れの突5fr的現象では公し山";事i?F貝、暴の出況は、少なくとも次のよう

l:~ 円忠持翠:;超 I 長桓昨 守'fJ~求~的叫疋慌除 問於環イ足以暴-e'.J j)~ ~+ j-:; 

字分析」品，i\L~伴主桶 ~-'f長 J克子'f"?J車û、論叢(第 7tさ) ~ ~il、 1-f;!-:-'，収朴、 2以U7<f-) (-;]頁し

1-;中国人民JC手(/j河がらl土、三引京j最Jkf宗主Q~{~局はj最古.JT\Uf:，にふさわしい草出来年

を持っているし、法的にも恨拠があり、，1'1'1球J立と資源羽状から~_::も今回Cì

.fJ~T:干 ;~l1;~はつ~月円かっy、安てあるとにい(.:~:ド，j--J る匡ふ支しといる(J了，lJilf=;，中

相子「段保禄何1.';紙暴」王手東政法了杭了 ':'-~2003イt' -1開設，'1月]J 3 "， 1自}

1，_上燦発・百u掲 J二11‘， (j頁υ

“なぜ、汗附:法実行役に、 j長崎プ七スメ j 1， 1.:"P，1;する事之、かろ毛なするのかこ

いλ間閉じっしパ、と工芸h!立、次の 3山を品11"(その何回をケJリT~ -，_いる J)詳

侃j:，t.:ょ環境絞13建の 1:方 11 守山党内 ζI〆、三ξ'Ø:.環境特益および公準:を，J}~:])茸:治E土、

決定のイiキHみを持 (7'<.せと、去、行政;-1ゴl戸、 (2003~i;-8 }--:f 2'7 [;に採択、 20CJ!1ij-.'; 

弓ベ ilより ;之、 L 話、「才 Trの突拍手続および i口氏な J 此ヲ7 吋 jLJjの IT.t~ 司手

r ~Jì I .1t品、 óO\ :J '~5~;12 9Ci
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な亘:~l，を有 Lている d

まず、環正十 }~iL暴グ〉発生以、建設ブロジ r ク ι、の進法行為のiQ. ìhおよび

記試れのウ413 を忌:味〆ている c 宍皮ク)f.車 1~~7;~t~ はい hしも建設染者が環

境了、ヒスメント制度や 同時制定じ jメ 1 たことに起因Lていることは l

述。コとおりである〕ま丈、パデ すリズムがJな法執行fi'(広請は(父母

守りはJ引こ GDP増加という政t台i白糸績を守るために、域諸アセスメン

"l統を[山齢化、さらに 索宇してから乗車券を"-，う l法をと〆〉て

い/;》 liへこれは 各持事業の許認ロj権者に対する問主休指lが欠落1ずい

る現行~':"Ilf，ィ云システムグ〕還川トの必然的安哀れでもあろう円

次に、千J~l鋭的手きとは、経J玲 fIJ_~;;: とコネ Jレ司令一九:よZ~'元利益力 i~(交

の現礼である u フロンエクトの建設は経済的:こ手Ij誌をもたらすが、 Itthー

では環J克t:t1': 宇もたらすu 例え l工、 21均4年度;、~:窓口長芸タセ勾;申

:吉されたおO{';0)火力発泡所のうち、おIIJされた， 9 '1f干の*，~:肖;力び〕容量は

呂08つ万点ロワ y トになる c iRに、認可されなかったブロジ J クトをすべ

て言(Itいたら易台、電力不足|刊誌の解決に資rるが、その反比、白炭の伎
! 11:量は:素培収容量子大きく 1，[:11り、 械化成告の排出量;土;)¥)O万 pン/

1i増加するとされる i9 つまり、示正{百発反ノアτ居汚するかあるいは域境汚

染が深刻になるカ ζいうジ Lンマを松えることになる〕現':t+1ド[で
15を澄択することが)流とな三 f いて、 i岩J完全仏が じ追いつめられ

I王y-M~ \'.'させた、 rj ，-，:::~+~:党 7 セスえント者ijr定の実rT)~f;はかなり両しが、しかしそ

のはよ人とが建淀完成後;こ補充されf ものであり、イí.~;にはこのl'f(;o :)手」を認

め士いじとff-同十島a2 ヲ811主人

"雪期徳 I:f:，' "A京保域暴 言l売民法i{'r干イI 初刊担 J 辛烹FJj主 i~:;;;::'7~'(長20Ci5/rf

41T{総4~H_~) B-14同叶
1
:0ム{ほNIF:1]-+;(問よ|五友情?住之ンタ が共|づてか発イ L，r> : 2003 {;'_ '---斗 c~J経済!大

f測報告 によも下、中IEc;npの同位d-:/~りのエネルギ社'1::::( 量 l 士、イン l
ク)3倍、 }イツク)6倍、ア}， ')ブJの1O~百、日本のつり活 L こも Jとっ C\- ゐっまた、
Iニノ、んキ-fIJJ.l1十は.33%'Z"あ:)、 -. :lL7デ?じ進i叶の、|均レベルよ;)20洋もi宮内こ

しるといわれてし、る{張学長fi 2仰百年中位J経済了太子初l認;IJ」 ヒiitI証券報2004
イj'.;2H1211) 
l~ htt;):，/w可抗 chiIl ~'.rom ，cn/cl1 i ~ese ヌl1 uan:i/hj1yj/L64 ，1lJ. h:;n ;;:; -{ J-.)レは:、

つ00，)-;1-(7) j車:iT，I!乱暴1:2005 -;，rS'j~東日'''1吐暴1 であるυ 辰終アクムス 1(立、 2000

年日月山日j ながれ

~Lì:.土砂コ :.J'1:)1) l29日 1981 
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(5) 事業内容決定への反娘

A-;Iイ山書が確定し、公tr-縦Eょが終わると

ふ 士山

間 "iG

アセスメントア九七カ弓手了

するが、これだけとは熱足 l床とある。ぞれ;土、環j育アー1ヲスメントの結果

を手芸品 17ft川、 j入院させみごとごてが涼J:~77 セスメシト手続の最終的な IJ

~0t.' からである J

そこで、日 は、事業に関する恒1別法、;こ球攻保全品を設けている

場合はもちろん、そのような足~がなくても、 r~j克ア lヲスメントの結果

に，:，L:、ご、許在、n;ヰを付lナしないことや条件を:すけ。ことをn;!:主?オる

{黄断条項が採択されしいる'l:j

、{， 17 >して、巾国では、建設事染者l土建設プロシコク:'(/)建設過程

iこぶいて、環 I誌アh スメント菩(表)および審杏沼凡I_j_lの球技保全

対策?斗置を同時に実施するよう義務づ:jごU斗i (~y. 1ithてお条 1 〔 L かし、

計!イJYJA:;土、ニオL片山対策当置の実行状況に対ーる険会、 a 社有l:っしミど

の規'"ーが設けられていない。てれは、環境1*-jW/ょうi各五;境保全法:i'. iよ

ほに三同時計:J!えの|到達同定を貯IMIパニ設:)~といることが原岡とあるといわ

れているへなお、円l' lIl( の:話 r~!手、環境 fセスメント夜色古寺行l'III(}f認

可の必安な繋1'1 と L ながら、政策決定め依拠1>)1+ にほ間するか ~i~か:こっ

しJどは任 Aであ i)、 しかも王知計アピスメント '1' し引加者保全措 l~:の百十山実

泡への反映についとは;!J孫;な規定が設けられていない〔ょっと、環境?

てスメント伝制度がその計 irl:j結果をjト業内容へ;又眠、ーさせることができな

し -';'l~Z命的な温存をJ寺コているといわゲるをえないi

16! 事後調資

手後調査は、時j克アヒスメントの究施 J~、"1'えな子絞である :14くで

は、予測の不'11宇実性が大きいあるいは効果:刀、治、る紅見が不十分な環ヤ見

保全j'Pi 情を訴ずる場企には、車{金言~J;k を J人Hli-'} るハまた、球墳アセスメ

幻このことにういて、目、川J文就で述べられてt、る門出楕j長 時腕影響は引回

yJ、の検討 行政立、川岸川かム J ジ_"1 Jス}， lll;J号 (Hサ「年)4G-4ι 民、常1~[iJギ

I;J rゾ寸 uーア yプ環境アセスメントバ、;f{，gl'台半院j¥:主主;'1-、午汁::u:i.t、制|究会・-f'r
)J: pセバ、研究会組~ J;~_)'立マてスメ/卜法 介虚町立官、決定のirンステム，)三
rlr柱、 1927字) :AS----346~ぎなと

1-1 P?t佑ifI!' 王胤If 王位7市首~，;'j華人足共和Lt!環境影響討;;;刀法署!議J] i， ~+-1 ~止ま

汀l出版打、 :::00九年 92 古:{fL

，1t品、o(1¥:J'~44; 128<3 
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ントが行われたが、 F業の実施が支苅|品iスト yプLご、その|品jJ買1克;ι人況が

大きく変化した品企「、克アセスメントグ〉再'X泌が必要てある〆主れるヘ

111>-:のjる今も、 E十戸計アとスメン Tにせよ、建設ブUジェクト
アピ人メン l にせぶ、卒後討 Úll;~完走と 12跡 i: f~l規定を設けている

反15条・ 27条・ 28条 しかし、事絞efilliお 4 ぴ治絞;~';;1illi!土手業者や許

油機関に!J:ねられており、詳{世か呆を』こlHii:'こ杉ヲ院怪(j)仕組みが欠iJ'C

いる。ぞれゆえ、事絞汗伺i見定と JB.P-事 ~lfr析もち~:ð{~ に移されない空凶按:告

になヮごいるように考えられゐハ

こ ~l までの議論をまと吃る r 、建設 Y ロジ F ケトの LtJ丹、社界記1れか

らの借款プロジェケトであれば、 lキf可機関;止、"キ{而iJ~にどめてもいない

情報公i叫にまご乗り 1
1
:
1
1L亡、環境ア廿スメン!の品安);<.:を抗たそうとす

る似l臼がある u それゆえ、このj湯舟iニその{出の 般的な戸ロジスク入よ

り比較的堅実なものになり1いるこ(1--:(，土仏、めないコ fが、での具体的な

マゼスメン也、の'文怖においては、佐官白限付、制の欠如により、てれらの

千続手法が口市ji) 物 ζ なっとおり、ブ口ンェケ、のr~j:~ー配慮に主J: 〆てそれ

ほとブヲスになって v、ると;土思えなし

また、 -plIFA:域境アセスメン卜;止、 弓主た5詐下Eト訟主"ト匂jを守却杭l'べるfに:1 

辺J沖十i氏、へσの)n'計十山r文拍↑:にこ悶ず之る;日 r乍J、"にこi活売ぢないc ぞれゆえ、環境会ぬのlぺ
か九にかかわらず、両十両元ぬ 11占有についと肯定的な結論じたとりオ7くの

である C

3らに、政心いア七ス〆ン)，!])'X6ム{よ目的%に返し:と q慢する

が、千万しは環境ア七スメントの五百品が三五際の環境保全iこ反映さ1しない評

f~l法の致命却な欠如の」えれでもあみ。また、克アとスメ L 卜'丈施プロ

ゼス:土依然としてゲヲデーシ H ンヨJな存iiでめ!)、ア七スメ/ト制度〈ノコ

iliflにおし 1て'X効11'を欠くといった深刻な問題をJ伝えていることを球目半

角~~;の 4 うな，'H 来事が物品 J ている。

第4輩 環境アセスメントにおける情報公開と公衆参加の実態

二丸までは、+，r1J!i1Jλア占スメシ i法;1;IJi与の形成、

明 J市岡芋1，:‘口百十品ι主.s:.l• ~ì:39頁
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てスメント手続の具体的実れれ、民:ついて村:ニずして主たι*宇lp おいて
は、持!.均、を父λ ぐ、環境アセスメントリ、信Ijj支のrj-l校ともいう¥き情誠公

開と公来春加，の実態をより訂しく村i討することに(♂たいc

情報公開・公衆〆争力Hは、 1てなる 2つの問題ポあるう言、ポゴ克アとスメ L

7トG おu込亡は切りmtてrない存iiでめる J これ:ごつい七は、 1';内外(j)学者
:])話、~"がi仁彰ぷj に多〈、iIi.安な問題vにあることを物語って 0. るよ，，;;.:章工

i.ì、具体ruな事例二給び{.Jげながら誌を進め、 r~j克 7+: スメント意思決

定法ンス7ムの士を探:'，たν邑

第 1節 環境保全主体の実相

ここず(ま まず、環境深全主体のありさまそFf，らか仁するハこれそ己主

ずるのは、 0'かなる制度シスァムであれ、立jt決定的ニ弘、抜きには成 i)
. """.-1-，， 、」、 A ずア勺去 7 
」ム/一'ふ， 'み~ V) に 60 ノ.~υ

環境行政主管部門

rj-l出では、球境保土 域境管J{~!におし:で、関連jJJえが主役を前乙てい

ることはパj知のとおのである二って、環境明日比をY;'(i) 1立ううえでは、

足J克行以|管部門苛抜さにして司ることはでさないへ↓J，-fにおいて、

J需境訂正文のM;1主的な状況をo察Lナみるじ
(1) 環境行政の沿革

111:+:環境行政のは J まりは、1972Aーに].， rック万九九で開絞された1--1--+<1

l主人:111最」主会設」こ 1973年st-: (.北京で閃かれた きち寸 j:-I:<c;JTIl最培法註

必中l引の:E¥11完収';(，に倒せる公式よ占において、怯tft公対叩公取参加の役割が

日j記されγ の i止、 1992 伝り片の，;オ e ←アミ d ト ~l' 受けて、 1 河口r (，河 l主:#:発

二十三宝)の協力・援助の!に W7i:さ 1 しと中出~k)7 ジヱンダ21 (JワJ苦は(中国~:~ J世

}力説初であると治摘されている(大Jj~':1ff: p" J ;-，: I村山原続政策におけ

る去栄養;JDの11;':近 r かう{ワ 豆心、と勃fむと剥たな動10;J:1:'.川秀樹桁苦『中

討の:rJ;~ 境問足立と法・政策 車ア〆ア〈つ詐続可訟な発反γ向けて 1 '法律文化

折、之uU包~勺 ~(-)2頁)

37係金 F中国::/)~東;}t:UFtに潤ずる

要l~l芳 (200.3ザ)よu 円 c

正 人手人手たえfこ科学叫手17干Hc

，1t品、 óO\ :J '~4~;12ki
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会議」であった J景法問題の深刻さ h ~ ~はこめて 2Lづいた中 IJ， I政府 ri:ti 
11ヨL~、回以境保護会訟を[主き枚、 i t~~:坑の保護と己主苔にう石する〆苫?の規

定 jを制定し、設相jの総合的な環11言it藷iJ 政法況としてすで11: こ泊 y土~ ~-'た。

1974年 lニ、 国務Itlf詰境保話指導グjν} プ :1車、誌は、小刻J)Jが設立

され、守門切な:Ui!:境訂正入がスタ ι したぺこの指導グ~ --j'は、計|肉、

一仁:菜、、交潟、 J~(利、 4??fJ二門戸;'1'宵 lアv ノ J旨導者をメンパー少し、

まとトロ骨組織として環J台伎を担当する事務局を常設した"その後存

地 7jでも相次いで:--fì-~えそ平デ JレとしてJj詰境保護行決組織?:~:空間していっ

十一
J、 c

そしt 、|日目:'イトに、直務涜は、みの続出0'1.'1 において、 r-~ :{:í;F;主;E~t境

保設指導グ}l--.---7.Jを解消すると同時に l減)1;'建設球技伝説部 lを;itιえ

し、 その円\，~_ l'環J克保護応」を設けたハ 983年に~t0 21ui全~J}刺立{哀詩

会議」が|井lかれ、涼境保誌は向山県本庄jIfJ:宗主である ι 円が ~:~-ù生にHち庁

された 1--:

198'1千|に '1可務 I~'i 球議指導グ}L ブ の後主主 ζJて司務院:r~A{

おその-:-~~f主には、 1912すに治~したい(つかの重大な目立民汚染事(<があるご

そのうち、有名なもの乙!て、ょがil!:;-会 i~) ì'~~ '-'11-イ午、北京向街、汚染苧1午、松ノヒil~く

JF汚涜事件があ:!βられてL、~) ¥村王E・I:JI]j国注.37.261五人

円当;1.¥、 w門均なi崇境保議1，政機関がなかっ九戸め、会議は 昌宏弓十7可7妥f1

27のすっ芋-C-f=jわれた

w Il r l:-{:1J主境 ~-i-jlえの;まじまりにノいて e 全 r--l の医院内出産カみられる J 1974干

の :-[Tjイ寺院印税J民主J誌等J;、長R，: C)成 -.1がうMqJであるといペ児市もあわ;£

u】IIp:/iwww.::c.jp/as:l bi/ cJ l('~-~引 a:， v 1l 811 仁1'. \'~ rりn.l】1η(法終アクセス ι1iよ、初日9

年 5月f市11))、19i1:$-(f) l'昌利用指ヰグル ブの設立が花yfJξあるトいよ

日相手もある i，<í;~午霞(害本常良対，↓jli (1)環境f政令コ平機関 凶~O君!克保謀

総1，，;の組織とさ吉校- 1;会科学研究年t:t-i4呑 ~2何14平; 184岡)しかし、 l!Yn

年の第1百七いl味境会誠心主惟苔右 ;--1拾手'JIIHう導グループ」ではなかったこ

L な(~ ，;(考帯する}、問者のはつが埋にさな，_， ~C いゐように雪われるし

"汁夜中じ 中国約i貴 1)，"ぇ *----:~-:JQ ム実効 t ， (兄1千台市、 20、i5J手) L~ ---1::¥ 

向

託金争議(}jì/f、 J主 iぇ J引・前J:i，:);>~:~(J ・ 184 同 A

"井村秀文 勝~き主f商事「中 i十!の玖境問J也，~ (東洋 Tlü~キ祈版社、 19D7-{;-:') 作

刊}

印只
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{むを委口会」子新設され、?の'J:務局と Lて実治決議同が泣かれた J

そLて、ト';"}{:~ 12月lこ、:J"域指!n主設14境保日主主r~ I の/-1司f;組織に過ぎなかっ

た I環境保道局 lは I 環境保道局 J1，こ界栴し、 9J;げした:JI:元環JすtfJ

政組織になったとされるH ごれま受けて、各有・ I:J • 1)日レベルにおい

ても1罰法'f!t:設局カ設すされ、記、すした特型機能をfける1ZF見保護行政l引;

19<38ijによ罰J克保護売はわj務院の白!号機関に拘掃され、::e1::..10) ~~;~ 

(がも行政-..;号わるよう Jこなヮたハ 19B9年に第 311-l[全国母答討議会設が院

かれ、 品〉ご'Jl宗境干奇';F旦'li'J皮がイ子守したのま J 、 H平に !~1主係議決0j'去と

もいわれる球境保波法が出1J'，i二され、球埼行政沼野はさらに強化的 訟を
作 y、円人

1093年に全人代の巾にも環J訂正護長員会が新設され¥ 998年じ「国

家探ijt仮設局J ;土 '1司家探ljt仮設九に玉三絡し丈¥これにfずって[1:I!寺

院球境保議委員会が尾正I卜され、その模以が凶手:球境保議行、Ljに話i人され
，~ 

'---CJ 

特筆すべきニとは、 I"I~と環境保護総局は、 2003年末;二、中!よと特注文芳編成

t:.M 会の t，fl ョj を料て、 P??寺管j-lU りを廃止するとともに、坊1士克防空'~L--.J -;~と

H 竹右主 犯・日u椙(主ぇ].u頁:
全午，鈴木常良討iJ '附"司 F.'~O ・ 18.J.tL

-"-0 1白山年日月29ヨ、全人代;止、 i全ヨ人叉-[t友人J会環境保護委釘会 1:' #:i-X~ し、

これを全人ft直属。〉専門;註員会の lつγjるこ Jを決"，にしたc ミらi¥199メイi

ミ月ロ[の第ぉ司l全人代第三lにjjzi急手、 そのi2Jf:を「全""ヘ民代米大会jJfiよ琵

に改めた 1司会民会の主な栴誌は、 J号坑と資悦にかうる法律

グ〉主d

えと't!l(')ö札草間三
d

主を改定し?官庁'r-j る ι と、よ.~J主と資源にかかる日]"(九を審議

すること、 止ノ、代';:<Dj-委己t告を可i/; -ß して現混と資淑 i 関 ~--0a二件れの刊訂 J、?比三子

監督ずるこ J咋であるごされ"二日品 券たエ l鈴木沼Jt;;J(i I Jオ・サξ ノ

ト後IU年間の中ヨの汚染防止iJ、 ':T~j込状(yf; 古[[右砂守:訓示 :-ì 0" (γ向i作:'.}IJ:i頁，

景j主配絞対 (l).*- な I故三~(工、 (1ノ;黒埼 ;γ官 汚染訴殺人殺みえの実施等にt.U;-d-;~， 

改善主・叫、i工.H~IJ 会制に1 る、何件地方、?千百三山および;1"，主~~ .流域をkちぐは主j

な耳;'i境問怯を指導・!芸到する、切深刻7d:球境汚染事故岨生態沢法事刊のl己、午、処

忍宅建を作成し、か jその ~I~J査;込還にあえる、ノ4i先発事件僚のJJ!~境応急処理事業

を担当す今、 ¥D環ぽ{昇主にr"する'l:C:)詞ベを1.'与、、己破j完11件の住民三E報をそ
d寸る、 C(~I全凶ジ)環境保説法執行にふJ ~J る枚売ri号1訟を相織すら、 \ι'.-í~凶工.':1J-$~~:;

，1t品、o(1¥:J'~4(i; 1284 
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J需境影響京i;:h仕法:{'ijを Lt: ('<え安只会を含めて、 12の料織機常とな

るJニノてある 1

T京騎影響評何十寺間百!の!な ~~t支 i士、 d;，工芸技 T{: スメンヘや ニ|行[Bすj

等制泣を ~;jfu-g'- るための涼J克也坦政治・法主主・規則を吊JJÈ-g'- る、三ノ盈〆人

な経済・技術It!{液、守口畏言|利・経済開発言ト問:ごおける環J迂アセスメ〆 i

:-;J'fを相当する、 ~3~'王立青アセスメン:' jf類符1甲'i;ストを作成する、 ':4)車

大な河ごりま ;~~i'llì長i)Jの環境ア4ナスメシ ;、報討吉を*昔、決定する、などであ

'-;.;J，' 

1"1本環J克保目菱総局(土、 I草地アてスメ/ト行政詐HJ待起を一つの行政機

，t~ に統 するいわゆる 本fヒ庄司巴休和jを事実え、弘社党γ 令スメントをすべ

き事正lにコし h 亡、法律法ノ出lこWlJ~，て、 により、宍:高11:こ百↑

(オ1.認可すべきTある、と主リ長する U

環J兄影響iT仙骨t~ 日) G')設立 l土、 ~lfl凶!J、の中核ずある 'H方を十上とする­

j京口1;を主主i註するノj}1"ご計ったものであり、参加生三百社境保日産のfEiliにとっ

てtJ広設である。また、党+'央・伺務院が涼議事実を寸常l二重視し
ていることを立時、し、黒泣 fセスメント*1[尽の実強ゃ いJ同制立の実拾

にあた Jて、有力な巡織的保障を主 λ ょうシしたものごあるい、

そして、 2008ftーの";'1"'1の行政機貯改革におし ιて、ド[忍環境保護総局以

?是認 e{~兵部 lこ斤?きしたっ時Ji1 1足;長生部の卦#.IlH ザ油、亡、以!、の1 4-)守中!i}I~-t 

〆t.J(1 

上述の環境1-J';;:.k(/)歩みを総じていλ(よ、国議14時境保護指存グループ

(1974年 二日82ノムヘ環境保議10の段|貯(1982年 二日98年)、 i叶系
ぽ境保謀総局の段階(:998午 20:)自立んそして周永域J'I1j"，♂支部の役目{I

(2∞8年 j u分け亡論じる Lことができょう ι 能川幻仰が引見行政のお
修作りの時期、第三段培は手行政 i、手fitifL局1 の形作りの時刻、第

i↓.1J:請はT言掠行政σ)全制時刻といつごとができゅ、そして治 11'l:附

ちでJ ムのや怖を:!~'r-ì与する、な)ごある

+0 http://W¥V¥¥'世間四可にII/dept/i ;-，dc" .htGl五三境P某~11f ;;'I;のサイ!お「可 l の機

能、~終γ ヲ七ス :I~~ ， ~~009{1"~'I)J261 いを安当d

.;.!;刊誌J[:):;ーにつUて、買なる見院がみられるL 例えば、 日ンド河問えな品n了r実引
にニれは柄、 l日(~i年 1982年そ第 IcZ倍、一日出年 198h年ふ第2没"告、 Eぞ)年よ

~Lì:.土砂コ :.J'1:39) l2S::J P
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、J1号;せれ正立が新たな時代:突入したと討することがで三ょう"

以上の ι二うに時境保護h'主機関の権限が今日の時境保護子イJまでtfJ:たお

よびP主化されて主たが、それはあく主でN務院に属するものであること

を忘れごはならないっ

(2i 環場行政組織

ま以士走行政l土、行政序列l二主主づき、球境保ι をはじめ、 告 (自治区、
直結市人市、氏、郷・位、までの 5ワのさ7字減には分されている。具俗的

には図 4-[ -1で慌認できる

中1'，1のi支j党行政組織は、 1$;;[説:')と横吾IJ~) J の構造と会 J ている C) #.ii 

刊りの側面として、環境保護行政組織は卯一境保護部かり郷はお までの

五つの|帯明からなハてJ3l) 、相、訓 1) の関山として、上告':-~1/.~~l 局、行政府、

その他の行政機関の環境深2華料織の3うの系羽jからな円ているよって、

環呪仮設ネノ;_r)ーケが全問的;こli_、がり、む実した組織出造であるよう

:=-h~える υ しか L、 二こ きは、 rL:境保c芸部U:凶務院の指3卑下
:こぶかれ、l!gノ:7';x十*&J翠J詩作同も地方法府に減して V'るということであ

る。 IしJ 丈たも一か0'、つ て、 7特干;にご i地也 jん{~環靖 i涜lH:主保護 f行JJ系孜え支r特機i担i閑 lは正 ; 絞環I涜4f涼之お-議蔓fれ]政一+レ円;笠主;

|ド門l吋可のj指百j淳耳を受lけLる>1ド附μ吋iJ，持寺lにこ、 liiJ殺'hh刷の拾立も受ける 1:= iIi指導J の
{I相みにおかれ、実際;こμ環境行政組織紅が基本的 i fじしていると

し、オJれど， 'るうわ

おを第3段階土 LC3段階に分けて'"ゐ 円本国際協力75J五五編集 l中国回日目
接工日 íijf 究会-:--f{ -i1Î舎〔治主次~片山人公析7ミド (Eド99't-)1札口)， Fニ村-1，i丈らも U

小"にほうiiLTvる 1，)付，j"Jj~ ぇ=務l旦健婦苦・許認viA:J ・ 4 'l -49_H) しまた、

余年震は、 1~)71:f 1977イiヲト出n:，u訂t:'i ~ ;げが1-. 19お]イ[i会初期性情段階、 19k2

年 1 ~)87午を発展段階、川お午 19~)7午をlFとよ主投階、 1998午以降を叉なる発民

段階、と分:了て論 'j'Cいる『令与実 L言71木出HiR) .前掲注t;_;• 185R) しカ

L、ここふつ検討:三 市江主 ítE襲。〉法帯情 l:t~ではなく、常峰保護'Û恐イ本市Joヰて体と

なる環境保護.L-]!J:機関グ):!k:7A"CJ'つゐ、とし う?と(，，-，'$起するJト士号がd)λ う

二ど洞化。)1守岡にっし、 C特に:大円三点があげられとい令。まず、 W，fJio)系yに

!~いては、中なるべ JU文芸務!の三、タc-cあり、 i綾城，克fJ政機誌は FX:!t機関に討

ししへ辛とナ食1隔では介入できないためをの炉導J)~こ限界があること また、

穫の系列におしゐては、行政!H')長崎保護Jujおよびその仙の言:における;量境行

政に問ずる利芦が必ずしもー故せず、その判官調整が同県となうているという

Ul ，1t品、 óO\ :J '~38;1282





可 4
仙

，1t品、 óO\ :J '~3G;1こかコ

は199G年より 2以)0年まで出え続けナいたが、2印Ol年:減少し、

そしぐ、 2002'-;Tに若 υ 〈増えたもののその絞j成:)続けているま丈、各

級T主騎1*蕊機構の終台的構成はの数以1906lf-か九 当〆てJ~

て、それに伴η てい]祁組織や人員も出えみのが坦lかなろこ二んだ九つ

しかし、~l，1境問題のデパート l ともいわれる中川では、三者ほ涼全学業 G

めたつ u これだけのJ::;;~ご奇係構〉入、杭で来た L'OJLi';できるのであろう

か。大相liな人民太足に14dJていると1、わさるをえないっ

" I】L:，p://WWW. f. w8S【 dD.jp 凡n: ~;ls-，: '()-，)じII/lllcni(出lndv_]ccL-， rcD.，)t!1 タイト L

は巳「古l丸終しす成長「の開国環境問題 桜夜間窪のアパ 人中居の

時間 .c'̂'ある{最終γク七/、|:立、ソ000イi-::)!J::6~!) を 3言問 n

J 恥日.L;;己 \l →刊は :1草作J)と!;:;:、専門技術めるいはrず科l レベルを[イ~~Ij-9る;臥
散の科、号であり、 l白;M~ 中元/;" ，fjJ枇といお 3うユクジ〕専門職活がある

~: 11 p://W¥.V¥V .I)( cplc.co l'.'I .cn/C了3 昨日以lian/10引<>~ ~ ;;~)ザ以11: 1 (民終アクセス[]

l土、川09年5月q行i1) を参照}

し、

依成人口の質的な自でも主的な匿と，.J怖にかなり人材不足の現象がみ

られる 付凶|によ引ば、 2以)日年には各級域」むがき係構人民は166774主に

なっているが、そのうち843生むが l匂放浪E己主~!， γ を H' 、全体σ)5.:[ %を
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中1-，，::7));古底アヒスメノト法市山立の1551宣 主E;:j ノ'lJJ県3

占めていゐιまた、24209名が中級裕階名を有 L、全イ本のlS%をt-;.め、3G寸 3G

/6が初段職潜むを有 υ 、マイド.1)21.7話を占めている υ 丈がって、腕指

令を才I 宇る令ての ~~kr[ を合わぜてみて h その割合J土七体の41.8 ぅ) \'こ )~]S

ないごこがわかる c なお、 1998年の涼J克保議委員会のi~~~当が件浄研究員

:ご影響を号え、 5464 人から 5269 人まで減少し丈ことのムな広)~のーっと

いえるが、その他の!自国は去には切れてこないn

二のこと l士、環J克保護認可における議民の不足、なかん Fく専門技術

をuすゐ人材の7、足f 桁ってし邑る児'天を物詰っていゐハ
:41 環境保護部の組織機構

ここでは全面環境保湾イ-r~c.'Z王道部tHj())トソプレベルに位置づけりれる

土器説1J.~~-It都内内部機治・版権につし hて総合令〕てぷきたい(

出血8年 3 月に苅慢された全人代;z去し γJ 国~(球上克保護f，1i:):}がI}し l' 芦れ

る，C~fiJ ~寺;こ王F~兄仮設部がす許庁に設Eきれ T" ノト川秀|射(地球場J兄戦時対

究機関、lGES)北京事務叶え)によると、ペ初i土、しし新絞めあり )j、

役割などにi長1j一る ft:[ かいことは{c;も決まッてお「コ F、従来の調H4~体制が

して.'たc :l素地仮設以作成の嬰な械工号、 l人Ji記事H能お4fF人只編

成主長〔これを [CC7t:方系ノ と町一人で、、る!Jが1;:;1イ[-:1 月初日付で凶 f?5 I;~"~の

決えによって通知::<tL、 I軍務保護訪の組織機荷台ミ凶まっ

1) i岩 J亙 fx~説者名 U}~誌点

ます、 1 ， 105訟の3知(ぽ誌は [1'11務院貯公h 関於門交J票境保護 i~-:;T.長

職責i人，g止絞惇有1人fHI通信:J規定的通知，，によれば、臣家時l境保設官、}-<;]0) 

戦買を環境保該 ~-15に横湾りにさゼたうえに水汚染物質干Jf. I'Hi/t 可己等の

職由、宇地力説境保設行政主管市「町、引きir:' ，たり、域経ffiλ五五Jの完封;
グ)J紘責を事業終凶に引き日空し去りするなどの調整が11われているはま

hLlp: '/(くり IIμkへ (:(l.j:)/ C01U~1l 11/cco-chiml/ :l :，，- irlc.as;)入 ?~dτ\-I\--l ECcjOOi 九時40920

0ぷ&pれ;:::cl ~タイ\ルは、 昨引の萌J先保之hf.r:にJR深はあるか 環境i思pて
当cヲキH織否まるJ (小判l 芳朗}であるー l~(終アクセス[→は、 2主主J イi 五円 26[}) 

を呑照}

>1 hEp:'//chi:".2..findla¥¥'.Cll/二時ui/λz/05-'出3637.hu:ll {タイトルl立、 上司務たrj;~

公日間士、印紙環境保誇lfBbl要政耳I¥t::r-t喰済州人民新市11現:約通知ーである J 技

終マクセスオは、 2009年 SJJ26H) チ1"，?H討

~Lì:.土砂コ :.j.1:35) l279 1l， 1 



ふ 士山

間 "iG

た、「注，J景域政策、計制および主大問題の統 的な帝，111調撃戦責の強化、

-~)以境 /f]失明止お上アメ生態以設のj台湾、調整およびt;t，:梓腕員の強化、

1'，1況の汚染物支排川削減H悼の'丈腕、 1日坦~j)待問 lifk. 'f子 ::~l 責の f古代日ろか

行われたとぎれる

そLて、環ヤ見保護ぷのJ!tx.菅/して次のような:事項がお

本l自な球境保込者:j)立の主主備に責を負う、日当のまit境保みに関するは

会合、 3Tj国Iをウ案て、それを実姉し、法律法士えの草案を出草し、手己01'守

の芳HtUキ制定する c法よ克隊法区阪の編集・制定キ行い、各{品の環境基準、

技術，~~~11 を;jJt;~L、重点的なiメJ点、流域の方止i'j-;'I閃と去、!IJ水源地θ)

球境保l翌日liiIi1を立案Lて、その:昆.Tj{{iを駈官する温的安止によって、百E

係部刊と合同して、三i点託手j或の汚染防十両を

TIffiの制定:ご主主加する

同家士イイヰ区

よJ重大士王F~見出m:こ討する:主 iHj ケJ な 円者t支持管f!iJ.:こ責を22与重大、

ーたきな:段者irnt:字放と生態仮i哀雫詩文にh卜する ~;~l:!j，: と処 ;t を行い、市:

に突然に;t;!:l:二守る特:こj、きな球Js:事件に士る応三、と市原誕Jlxについ

て、地!J政府守指導.~;同空詳し、 1"1の主 1.1，1:[;0>~~}k城、地 Ix 、海域の汚染防

止を合 :H!的前夜、し、海洋環境保念事業に釘しと指導シ利撃をれ~)

出の排出目r減巨掠の達成に立を負う二 γ 安門染物質~~ri_-B の主主量規制j

とN出前I1J北制度令市JJEじてその'-jミぬ苛じ、総言 I霊都!の汚染物

とがl市qヤ翠を提品 L、各地んの i:-~j染物質排出自1，減任務の'心戎~}、民:つ

い亡、町千子、後荘、予定をjJい、辺境11際責任制収と総量削減のだ迫状

況を軒先〆てその結突を公IJ、する=

峨境保全うfT-}(.おける:占l走資産投資の規模と万I"j、国の財政信金の

どう:;意見(7)提同じ責を白い、 1:.1;1寺院i;<tl!定される怪阪に主って、|勺ドア〉言1

[llijj]よびq皮ロ1'Iliiにおける己記定'e{pfj主資ゾロジ J クトの許認ロjを行い、
そして関係出l'守と浪おして4支施と絞督を:{-----::う引車 Rt 主と r~j古保九産業

の発足に到する十rti羊と推進、気候'{(:到の士JI亡、:、主主力1'，る

ザ小柳よとI~J:: .市jド司法53本会出

.，t， Illl1、//¥Vww.j:'lり tU1jJ.orp:/l1p!Oeld_EJc/20Q8U~)()3791~U825.:ld f ¥タ 1f.，)レは、
J家主区北苧委員会的ヱit~取言、内設機構厄ょ F へ 5ミ編成司規定 l である

最終〆クセス1:は、 2QOSイ:';) ;.i ;~G: !)を安問「

1-1:， ，it品、o(1¥:J'~34; 1278 





エム 壬尚
ロ間 関 L

に対して環境影響評価を行い、環境保全と関連する法律法規の草案に対

して、場境影響に関する志見を処山し、国の規定によって、重大な開発

建設|メ域と事業の環境影響評怖に対する詐認可をわう 3

⑧玉世境内染防 11の監降・管理に責を負う υ 水、大気、土壌、騒音、応、

悪見、同体廃棄物、化学物質、白動車などの汚染防止符理制度を制定し、

それを実施、関連部門と合同して飲用水源地の環境保全に対する監降・

特型を行い、都市・郷鉄、と農村の環境総合対策に対する実施と指導を行

〕。

⑦左主態1呆議事業に対する指導、 ，)¥J整と慌督に責を負う c 牛態保護言十|自|

を立案し、生態環境質を詐f而し、生態環境に影響のある自然資源の開発・

利用活動、重要な生態環境の整備と生態破壊の回復を耽督する c 符種類

の回然保護区、名所地、森林公園の環境保全に対する指導、調整、監管

を行い、野生生物f;~;;堂、問地環境保護、砂漠化防止について、調整と軟

骨を行う υ 良村の生態環境保護の調撃を行い、生物技術の環境安全を監

督し、生物種(遺伝千資源を含む)の保識を推進し、生物多様f生保護に

関する実施と調整をf丁う。

l亙柊安全と幅射安全に対4一る昨背管用に責を負うれ関連の政浪、計問、

基準を山案し、核ポ放の緊急At処に参加し、車両射環境に対する緊急対処

の責を負う。核地設の安全、 iiz:射性J原の安全に対する防背管用を行い、

核施設、核技術のLじ111、電依頼射、放射性鉱並資源の開党利川に伴うお

染防止に対fるR7督管I軍を行うっ核原料に対fる管制、民用核安全設備

の設計、製造、持{寸およびk全性の検先に対する除督粁理を行う 3

坦〉球境モニタリングと情報発表に寅を負う。環境モニタリングの制民

と規範を制定し、環境モニタリングと発牛源に対する慌督的モニタリン

グの実施を行う η球境状川に対する調査・詐価、千沼IJ.早期j竺戒を行い、

ド|米環境モニタリングネットワークと全川環境↑占祁ネットワークの構築

および管理を行い、環境品質の公示制度を制定Lて実施し、国の球境に

関する総合的なレポートと重大な環境情報をヲ己表するコ

⑬環境保全の科学技術宅業を推進し、環境保全に関する重大な科学研

究と技術のモデル事業を行い、環」見技術特似体系の構築を推進する c

ぬ国際環境協力と交流を推Jlliし、国際環境協力を研究して提言を提出

L、同|際環JJiに闘 4一る条約の履行と制整を行い、外交にかかわる環局保

r1l71 iti士60C5' 132) 1276 



中 1-，，::7));古底アヒスメノト法市山立の1551宣 主E;:j ノ'lJJ県 3

全'ji，ft!jの可処ド参1)じする。

→関する位発・ tl 布、ぉ;淳ノ刑:?jトを h~，\土辺境位:令宣伝教

苛綱決を市I!t'して、それを、 '1態丈明?等主主と王手、域友金?梢f十三:づく

りにF与するj自発・教育を民間し、民教と社会:耳休の点境忽刀!やcJlI.lEtするム

(r~>:J等院に汗せられるその他(7)事項 J

~: :境保み却の内邦機構の調よび人民J語司J

r~~託fjf-:~-電話 v こ i土 f- irf¥ v)上保育の共に、五五絃ユシジニアや牧松ユシジ

ニアをて1.t)入れると同 1ぷこ汚染物山崎、主規制7司、持境モニタリング司、

す「三教育ロjとい与日〉ご')ぷ除措が増設され、従来の1Jから14のlえJ

需となっている。また、出家境保護総);:;} 0)時<t~，土、 6目。) I-- ，~~・出 J が

記tιえされてし，-!こが、主部になると81の I処・￥ :こまで地えてぷ

li、そのて員ももこ米ぴ)258名から31 九とな円ている 許制については:m

4-1 ツを参賭され丈いコ

それでは、今凶の環境保海部の新設、その/乏の r-----::}i~)J実」的実路l土、

I~A{f;，~議行政に tf じい花|哀をもたらしたかというと、梅 l夜十キ役割など

の市で松本自<);な変化がなく、「戸:11寺院の中での党コ})の)[]、{ヒ」という [ii]

f'fJJ.'f'Hこは、今のところ会:イ己のよ士一14"ltが児よてこ士いi:いわれスいる，，i'

(5i 地方環境行政組織との役割分担

アとに触れたように、保持保護部のほか、 :HiJ，)--j環境行政組織としては

也、 (Hifilx);事境保設局、市 L直昨1]')原境保説句、 L手(旗j原境保詮

局、;思 (ì野球fえ1;{~設dヰ 1 クプスグ)j-J;'Uj完似夜組絞を挙げるこ〉がで

示乙 c

地力士投境 基半円構造と ~~J奇は環境i思議市~ ~'"~準じていると

いってよかろうが、;ヰl也ん測の:1"，'['主や I-'Jtl色たであ)-(もト、杉~I主JI品!の

寸li品iこよって、地方環境行μ文組織の職権ど役';;uは若Fj，主っ Cくる 地方

蕊渋行政組織の職務iふうてのようにまとめられているつ r-，.}刊hJio)環J立保

-芳E1リ立案及 に閲する規準キ制定する (J止万l之、民1.:i-;敢

ししミ+t-，;準をVJ;!:'できるJ、訴、!?該也h1;(/)I宗境保護にi立する計l山lを策定し、

それを準法する、巧料地域内において王立境保認についての国家の立、裁、

政策を執行する。法fこ茶づいてJ主反脊に対 J て行2支出]を宇lし、行政強制j

三7小柳秀明‘日百十品ι主S:lを事臣

~Lì:.土砂コ :.J'1:31) l27日 1181 



ふ 士山

間 "iG

措置を ζ り、または康法紛争を処理する、人r蓑墳の且干"C，京れとを実施L

亡、当夜j色践の現坑状況とぞの動iIJJを把握し、公表する

コ1去J烹11設の機能と らわかる 4弓に、王手、J":ihf立に限コたこ

とではないが、行政椛織が L1!:i:('ーなればなるほと指導的活程的業務が平

安となれ、戸、体的業務:ご子がまわらないのが通常であるι それゆえ、環

境保設部は主に部境il、実~;I，・主主 Y宇や税者対策。J終定を1~い、 J人際の涜m は、

地んの環境iTノ院によ Jてなされているように、共泳l市な業務執行ある 1、

は主任管理は基本的 i こ.t~)Tの主任となっているにしたがって、巾国の

茨皆川況が危機;二さらされている大きなi虫、同のーっと Lでは、「トに政

策あれば、でにけ箭あ;')に臼来L、これl士、地fJwt埼行政がKt;:jIJに
~f :)出iむべき責務であるといわねばならない

2 企業

:1) 企業とその範部

二こで企業とJ土1可かを見てみることに tるη 企業ζ(止、れらの戦略的

理念手込めた IUclill ヤサーピユミを消費者に提tげることによって干)~主脅迫

まする川斗時に、社会的;ιf位を有lりLLlす組織であるとされるtl; rj-'凶で

はこのような企業は、 )"'1有企業、半 ，__i 半Fè必業、 i、附必 ~c、外資ち業の

4!量Y吾に旬、けられど， 'るの
も~-;とも、 H オ立の経f~学告小宮隆太郎がド 1 .l;I; ーは令業なしJ;;;oと断

己した上う:こ、社会主義吉;ド今l終ι斉時期には国有企業子治とーであり、 Ei阿、

、計賞、人1T等ムてが同Jこ4勺てコント U レ Jレされてしたc ぞーれほJ

主、壬Ui:Y-Iの最大化を，J探とずる豹 ¥'fした年浩組織として円台糸ポーし

なかったといえるだろう u 改175:開放後、経済体制jσJLLC京仁伴い、|十営企

京 1)村秀主=勝!平和皇制宮 前掲にA:-j・町民ι

日偏華有終注3'i' 26~1 良

“大j主総司 r11 i伺(おける地方持境政誌の'j(JJ包過折、の続堅」守14LL詑 大

主主健司請 「党ζ;玉上回の辿ノうううキ主化ど環:t~'己政党~ rj~; 合、:1方究報口f， ('/ ジf縦済

V!I苅)河、こωOG乍)GH1υ 
;1 http:'/¥VW¥¥"，':)l 山川崎山 II 川 jp/kigyo:;/也~(J(川)μ州(り)，;，ふ/ 、O旧ヌ川川t汁川1刊11;ν/々川'c印"川1川川川刊川刈叩1川甲p、川川a山i

七ス i川iは、 2(江(l09引州イ刊1'-S !じ;:2民1:1リ) を主芸主l凶i辺当ι
ザ

人民11報::t'l¥前年(Jl月c:n;1日収)

r~19 ，1t品、o(1¥:J'~3(i; 1274 
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業の減少とj，iJ fi1" 仁、主ヨロ J生を?ずっその也のb業が11~';Æ :...、現在の経済的

成長につながったと 13われる

121 食業の取り扱い

台芸品は古寺たの壬lJZさを)8.求 1 ながら、ネJ:会的 f~l情 7子科i り出 F組織である

ことはトに百Yえしたとおりであるι しかし、引会的lill:l""は、経済的利

係だけでなく、 J ネル当ーの節約、!~之墳のfitit といった総合的{世統が斤

まれる一考えられるつノ「孟でのl中1.1企業(土、〉官民 l'1'1の付消ごで1震のず

ιJ歪れキ去に、経治的成云は「従道坦 というス γT' ガンの内で、 I，~訟

の:)['を産打、活J のように取り抜われしきた

r~t埼被害を肌感ごたfTl臭的指導者逮l土、王立境危機にら:;JibJ感を持ち、

応lip当iとしと遊牧を祭じるなど牧民のライワスタイルを 方的に変え

たが、環底的~;ヤ環J互依壊の fl'{;)里むある「失策J にぇJν て、 見νて広
告、古河、十万である6:， その r人策の先に汚染企業が現札、お威をおうの

で、球主主刊誌立が深刻となれ、 )1に円余し、位かに処却す之 l 芦汁を l

力、にII-Kわっているのであるわ例え J工、深Jj主投資がま寸まり言え絞け、 l七

hJ (;9日日 :9仁川年j 羽IkJ""には4'76.42億 rじ投資L、H照c;rげの0.7%

を占的、 I八万 J (.[991-199ゾn民間1'1-1;こは i日06.:-)1穏Jし投資し、刈取
じD?/)0.8%を占め、 11LJi 1 C996 -----2000) 土日間ヰには 3~/; '7.52億元投

資仁、はじめと同期 G;JPの 1%苛実政じたυ また、 i百 l 山001----20D五

年}照|問中:ーは'70的億7工投炎L、2004主だけの;実j完投資i土H年 CDPの

1 /I泌を占める l十-n，(2DO()-20lD叶)期間れにはなんと l十ママ i

期間の倍に地やじ、 137501夜5f:Jγtをすることを言i:WIしてい心。この余有[t

は同期 GDPの1，6%を占めると J れているGに環境問題のi15キu~ i'二薪み

ると (;DPの274も投訴し亡いな νミのは非常に少ない土う lp tわれるか

もしれな~，¥由人出民終ほの視角からはかなり大きな負羽となりつつ品る

ごと i土阿「干し sないc

また、J:U のような状必の F守、 lから桜極的lこ政災転換を行い、 ず

“|川家j崇院保護川長。)白格、l'は、 l--lT-i."t立の"1¥1ち J をある釈度認めている{由市ト

ド 環境問思徒同浪川芯 l 孫fiii年士!託手=土岐治苦・前ぬ出34・:nヨ】バし
か}〆 環境アセスメ〆卜 UiI~"J 事には K:Z告を 1) 盛:，込まれていなし J

日弱点平 '1 字路目的巾国減反俣市よ」来 fìz~ペーヒ桁[';?(前日庄 中国的}Jil!立命日

与突出，祉42科学よ歌山版社、 20(均年)つ4民c

~Lì:.土砂コ:.，.1二9)l273 12C.1 
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円町
可 4
仙

さる以 1)問題解決ドI'ilかいつつある。問え l王、政策の国でl之、法旦

が~'i'を援するほ〆、制定 ð ;，Lしるしとi司時に、クリーン立否や調利1itJ生涯が

強~!!リされ、具体的な lifir:汚粁下型にあた J ては、丁目、思;]，'吹くな な

子法がこられているつ

:せし現在の企業は攻、;主主主荷がひとい場台、 128HjI:H子安停」と

あるいは閉鎖されかねなUことから、{だ米;;ii'fj染源であっ

lん，~保護 f4c" と:7\主主に中l~i~ しコつある時代が来ているのではないかと

思われる

3 公衆

(1) 公衆とその範盟主

公衆こ(止、の利益と関心を持ら、ある時』ニ、政tiム~(山知i誌人など

社長工リを除〈、1"1家あるいは 奇J市長からなる大*を指し、ある

芳は、政If:の材[j;Jt'J社会、いわば政v.rの公fち政策あるいは公宍tr恐のH
当:としてのよ、来，と子旨(またある時は、ヲドイデオ口 Fv的な人l亡人朱を

J甘すので、計，I[科iと場所の異 I:Jl.~仇 t12:味あ v 功、変わってくるものと慢さ

j れLごし:る附ぺ

環境f保よ呆己口該芸 L芯';:I;~:;'~-泌i五;j長乏 j活岳子岳島♂の〉先円によ ξ とL、いわゆる公iず段{~~とと以三攻文町府丁が吋?

ゾス j宇一る u体~，)大、苦栄Rであ lk1人、 いわVゆ炉る公苦栄R巷力加日と lは手ム、 大宍がL政C包-'，(;千肘f'のコ公共L政C包1 
策t参H収口すす一る権云利Uであるべ川勺とさ才れして

E副1イ山{法j去ぐのいう三公7;以;f<:との害銘:凶:はよ、 目訟で説明υfょうしこ、 関係隊関、 守[lF;

"伊:1X. (:f、クリーン牛昨f'~){;i:t (~()C二年。 JJ29H採J川、 2山町三:二 1IJ ~叶より
(血行人目平feii} (2出)2刊 l f\月 28 日将校、 2ω3~j-. 9 H 1 []より施行)、時:法行政小
服王手T千三j よ (F1jC~女l心ふitj"i'六(;.;()()行fτ! 日弓 91itt:t;(、;..;(昨年フ月ベ 1:よI;，!;μ"

環J詫;;:;管日「約三三宗主;)J:暫疋捻行f悼法 fつ8C6''I'2)J I~ I 公/jJ;、 '~i 川 '13 )jlSIiぷ

:)出 l Jl、J-~)草津報公 lキl説法，年2 月内 E採れ 2U0:自年ι円1B J: 

!')比?丁jこいったをえ多くの討作法規がj1並行え札口sる

ω 手逆方 J 公 I'K考書 ']J 長I売れ響~'f州市 jiSCp庁'i;" ('i，~可ヘ民大手 IIH 版折、 20(は作j

F， 

(;，' 11 ~~p:/ / w >¥' w l.ch:na.con:.c:，/ c hi:，-九日c/Ivl/tTER~.'!\L ノ五76ウ 30.htn: (タ fトルは、

:-t;;Pj話促烹1-;公批参勺J ¥i番11;") ごある、技終7ケセス日は、立命09年代円2G6) 

を1icH当。

，1t品、 óO\ :J '~28;12i2
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はいまだl、交わって v、ない J

ふ 士山

間 "iG

高!定石:rη夫集権的政治シスァムの下で、あらゆる分野町J 耳がli

われ、主た、丙訟のこjづJ、 i 豆長01、 :¥(;0 1~1;~ 言îJ;寺が制，;j:!されて主た

ため、ざと械の r 主権ベコ安田求書が~ítl* きれる l 烹っていない 、それゆえ、

~'T" (;::I;去にいう公衆参加とは、;p:命的ftからの共産党の「大京出~;\fij斗(広

詑(;1 :雄被路線11o)il、わ:j;i'~における 1\:1手1訟であり、子は境b七丸之グ)')ミ旅に

fTJうスロ ガンにA1ぎな1、75、という見解"こICj'r主であるロ

かくして、球境保設の丙におv、て、公被;止、 l草境保一議事業はまず政財

の「ノZ~J の業務であり、 fさら汽う「私」の行動としてはせいぺjごい政府の

事装に協力1 るのみであると必えていた7むため、公害，~モ3功なとの大

胤幾な環境保設逗.1，は寄与~Iニア肘 Lてこな〉ヘ

4 環境 NGO

:1) NGOの定義・特徴

"C;O Iま¥←Or.-GO"¥.'Glllllcr;talOr即 11I 7. a: lO ll の目白で、 ~+I 同では 般に寸政

可守利H哉と|可~;まれているが、 には「只l問事liilu と~r:されてい ω アf ょう

リ人民網E本Jl版 J20り7/.-:-'.1け6口同汽。よ"

を参IηJ

4 公衆のうも、午:省・ 5門家 113 門職~- (外止:.i:'、戸、京 i、会戸)r') .殺体l居
1>妥之氏』てなシ以持号:j な有イ上であり、;::r，~.¥南町職者:工、「キ:1告院係者J の常1Iel¥に
拘ヌされるべきではないという兄J斤ウある (L15it• -AIJ'掲t 日・ 173 176白人

引った;r，路線i立、 '1'1司共疋えの 切のが言y)ぺ):;~_T*l!1， 剖?の?基本路線であるご 1 な

わち、)'げt{:U:人民ん殺と己官接につながり 党とよ殺は相互に切り iFせない

覚的 却の係長七(立大衆Ujため Cあ'J、大衆に 切砧 1I 、-}:-~干の意見 0'基ご )j$-I

L也県を定め、そ Lて/人以;おける議論・執1，を迂じて号室t.• !&:取を絶えず己主主

してい寸ii-e-慌である(尽に台，.出走/十与人J(群衆/1'.:司聯草、 出活問、間人

民 人弐t!J，蹴小羽党い 切為了詐欺、 [;1]依芋苦手;1':. I，イ群片'(1来、 ""1群抜111*
f内す;持~~~t 主京~:) ， b :，:，η//www.p刊 ;ple.cnLf:.J'n/(;g九;-;i r: h 引は i2S~/おちお im)lj(-)

2002111 'l 反ì()38 1.1】 ln;J 最終アクセス:]心、 2G09イIcH26 [J;をき;!~

戸〈止;(.)J回七i1宅t主ヌ， :H:~頁パ

百十主主止・ヲ:11時i十3i. 26:2只。

涼川両日若干中1"1:よみ続r，:能な不会刀、 農きをとう弘境1問題から校在する 」

友軍L 2(XYii+三) ;)U8兵 なお、 中佐 Cは討会土義体:，110)ちと政府 l地jJ行政4

，1t品、 óO\ :J '~2G;12i0
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でめる" 'iCO 0>よ二義;ついて ~t Lたものがないが、営利を阿古?とし

ない、土に各殺のた長文1;1活動あるいは作i互に有益ヨ:活動をlJろ非政吋

約十十公約紋であり 7句、 i↓同f、iミザ川、ボランタけい代、寺川利均等ク〉

}いおj~ 宇'Cl'つものとしごとらえられてし、る円。

1";問H:0にはJド ~x府組織は、丈イヒ娯索、教育L片究、健点、引会斗] どス、

与え攻、発hiおよびi土令、a、1-t山 t';→お 4び政治、炉、常斡続および芯:聞が」吋-
ス、 t味深活動、示教、前業および専弁つ嘉会、その他0)12結niに細かく
ヲf!-;られてし、 方、中間に芯いては、臣、32・1史認のi山r!r;百から NGO

グ〕位績を分別するのが一段切でcあろうラ!とゴ足。)"心ひとはIf:，c汗および営

利組織を除く全ての社会民間続織を持し、社会 .11f'へ(社1cl) o¥民訴非

企業終|期(メ非 S~、事業被告人示教団杯、そのj庄の~lL料を戸;むこされる。

f干 tパグ〉統 ';J がコ主 l ミとの先入i~に汁jiL'J るためか、わは:) iNGOJI とのH子科、

が!L{まれる傾向カあるどこってある( 七ピ 1 ぺ ~-Ndn -GO¥'Cflllllじ1:l，:L，U~部分の口問

手を J非政hすするこムについては、 1反政h'七千 l-'fE_政府』を想起心せ

政存 共団党:ニ者共同の ~~'Wr を与えかねないとの??戒があり、近江まれ士制を，R.

34Lたり慎重にしたりする伺:6Jが見りれたコそのうトe 民間という用誌が 般的

亡、環境問。のーと歩 F夫同町Df~i，;_:千人巳、『民 i常務i果~1，~情」などという二とも

多し 'J ょうである{万111:奈川I河のJ"j'立町;0 コヒ111秀樹絹背 1 ，河の [，~Ut!:問

題~:，;)、・止主主主 此アジアの持続可能な発，~_t:一 irJ ~ jて三 w、律 U七社;州市年)
.31inL， 
間純文相 f-}~Jf:; 単打*]¥GO寺会展小π:分U¥j陣、円:J:r-寸TI村会干l'子州市2uu日守'12:tt;J¥ ~J 
55口

限目右己 主日建j建 ん'(r川1Jhullr伺非政府件織的発h対日管埋J l-.iiJ::行政仁-乙

字幸57巻 6問{ワiiiJ6平):-n頁 I

3;~ e3t鵬 迂林敏:~I 政府組織的功tt~与役戸IJ科述 J dJ場論J高2006JI-，'ワ潟(総33類l

f'! P、υ

日村 1111':止、工:柿111体、 :.[出会、述千パ:、財卜I1、促進32、学会、耐究父、 IriJ?..;，'

{;{な ω がさまれる、シされる('名 判定宇 rlll河のI引3りとj京〆完.+-:-:会日発」

回|給開発高等教育機?帝国際口 j ヲ'~í;jf 究;-: ./タ 編 1中国Lおけゐ政府得格問1党目

j 草J-R~ ・間長、 'T'II:r;市司令同等教育鴇憐 1"'"在 RM 古 jiJIi己七〆夕 、2!削削Ei3nい
山氏非に}よ f人，'l:学校小中学校、寺門学こ佼 k学など)、 Jヘν病院老人ホー

ム、コ-..:.:2.ニテ f セーピス・センタ一、職業白税所、旬1):究所 l仕入丈化館、

スボ(ツペ三ンタ などが含まれる、しさ札る:1名 何珪7・qij抱かお1・15:)

白)

~Lì:.土砂コ:." 1二日il269 iこ， 1
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間 "iG

~}、義の NCひとは民|角j制織 (i ~6 1)、十11寸iと三己主だげを指しているとされ

ている

'l'I"i では、出(;0 は ~:J' に L止/PTn'í汝以来 じた口氏政却の統訪による

と、三D03立 l' まごじ、民政部(、登~i~:Lた各種目Gりはお ti6hf:千に[， i)、

そのうちが会[{体(:~)宅金組織が介わせて:4.2万lfft，RJcが12."万凶体

ごあるとされどいるに f し←し、人口1%主人的大国にもかかわうず、こ

れどけの非政;す存立点、/か存在しないのであ Jて、貨や役割はともか〈、

まずその殺が主計に少ないとf-_-Iわどるをえないu

(21 環境 NGOの現状

目以)(i)会件1魚を概関する l'で、巾国の;.1GO~.土世界のそれと比べると、

槌釈やl/Zが称めて世なし hことが浮かび iが.，て主た仁ここご、きら iこjlt

んで環涜;かかわるいわゆる球縫 _~GO の J;'L~えじつい 千方11えるこ

.1-... " --，十之
ーい I ，~!" 

rl' :豆で号の松環境線織と Lて、はじめて さnたu)(.;k 1990{J-~ft 、「ば

になってからのここであるわ 4ーなわら、 1991'1 3 ! J 31日、中町文化書59.

緑色文化書院がRJf5(i市への子子録キ起て され、はじめてのI最i正出(;0

が立ち上が.，た〈ケくある(1倍Lt(戸女!.~之友 1 1::0)えでいる)( その後、

、九1，泌ヌτC995守j、忍!司] (1996 tf)などがEEU/与れてし、く浅し，1史

iとがある〈

2GOS年 7月からはtまった「中羊涼保坦介会 ( 1"1家」最境保議長、ログ〉

下部組織)の続五|によると、つ的日 1]" 求までに、 '1' 国の田辺境 ~GO U:2パ;戸

iてHれとなり、そのλち、 13821寸j守主主為政府部!.1Ljによじ党}{~-'、中7イ本の必‘ヲお

を占め苅、 2，)2日作が民:11の円発的組織であり、全体内7374手占めふ。

さ.京消編;:;・印j掲注77. 308ど、続鵬ニ羅林敏 前掲注80・7立Jむとをささ四つ

.~涜'I.!.;=牟専科'j. ;:fHr::的方非政N:'組織党展的内題!]対策祈宇Jh政Ij)よ20UG

年ょムilJ33[iJ;~ミ J

M:， ir!z片J~ミ KGO が Jp'ι 多l. ， C~~討には、行ïfft~~:)からのプソンム!喜岡と外部から

のプルW[Eがあ:)、そっ Lた!cを取りざるを待ないナf情があゐことがあげられ
る z 行政側からの 7 、ゾシコ t:凶とは、行政改革の;g;T~~ で組織縮小のため、 I1 視

の行政組i哉から切り身\~~2 ~-i た外部肉体などが財政ー人ゴエロ C も次第に独すを強

いられているとLうものである、また、夕、部からのブ !l，'kldとY土、1¥COと1ミ

ゐ耳:;!-品(オi.iJ:司犬、なかの lWりやメJ撃と γω了日!定i立がJ主け t，れる μぃ行もので

，1t品、 óO\ :J '~24;12(.:: i'
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また学午J景境保護手1:1司および述fT体が11寸 61司体あ円、全体の40.3%をr:-j

め、国際設rえ似孜氏f，-fJ組織の国|人j校総が68凶体、主体グ)2.;j%を己める

とされている針。)コなお、職[(l主計22.}oO白人に i圭乙、そのろち辛子手Y;~lr~ が

約:)CO人、非TI勤職員が 5S0ilO人であると三れていふヘ

)'!，戸σコ?充言|からわかるよう t、これらの市j見出心oの、↓一分がt:Z':::守山刊
によっ、設立されち完全に民棋の白二五的な烹尽によって設立されたc)は

わ Fか7.:3%(，こ過ぎないのである。Jって、政府のコシ ;、口 ルのトでは、

]需工克NGOは符的拙織あノうし、は「令「黒河な組織となる運命が待ら受け

ているの，，("めるの

かくししはザlによフt立ち上げられ丈非政J(，j組織は、 1工的資ノ言。〉古1)

り当てお4び千当てを資:1:i原lこ:.，1.交府立僚を責任者tこする件、おlをとり、

いわば組織理念、組織機能、 i:t :lfJJ)j犬、(~'坦休引jの全てが政府に頼 J て

1" ¥ Z，出ので、)f;(iI，'Cγtr;キ牧あるいは一次U'J管必|岩石kなっている f
(3) 環境 NGOの位置づけ

J~ の考察か「コわかるように、 '1'同の明治I¥G()はだが寸>(コまだ20守

もす土ていないので、非常にペベ告であり、多¥り問題と浪記や抱えてけんJ

そこにはどつの/、さな以叫が7f1.上しとし:る4うに11われるの

つは、非政府組織は百げFeγi:，義諸ドiによ1'.:長してきむものであるの

で、的な巾;司にそれを育てる十[会的 i-'，JJ{がなか"たとい去るのでは

なかろうかι ニオll pついては、次のい

Pーし 〉

支~;r ~内 11 組みが環訪日ャo の成長 fまにな)-c>，，;ない=つまり、長
い暦iどの「コで、中国;止riJi洋三百家とtてなり、高段のl'史集権的:>ステ

ムを取)-(お!)、苧(7)恨かムのK-t的1J!jfI;を許さなかっ丈"この4うな

ある、(.:tロHj:~: れている ;~l-l)1 泰・百つ百戸Ti ‘ 319----320支)。

制限立欄・ oiJマヨィ主';-8.::'"16頁日
i'i人民桐日本に11版2006千;'4 ;123ヨグ〉恨道〕

<' 17:J x.l!'、即日:年内 J 万可 I!，~l~ユ完全議におい、、;司支出境保護税局長の 1 \1:，:-行

、V:よ、 10万 !l， の環境賞ヰ受けて、ぞれを寄イナ ν て l山幸環境保長基た会」を

:i:t~\~t L l" c ま介、 ;'::f Ü1J~のよ己問主{ぶ止して '1' 1"1段暗保設r:業協会がiT式に認め

られ、法人j!:去をJlJ t缶、 l' が !II 当した引があゐ(投与「琉J~i~-S ，~-.:'1と NGOI 厚司

副「究所相 '1'1リの嵐長問題， (新司北、 泊。年)1--10-Hltlん

~Lì:.土砂コ:.，.1二3)l267 ]2(; 1 
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間 "iG

伝統的な「大政府、/也、村会」の L斗で、氏-*00~ti効 l土 ;rl.~ え仁やむを得

ず lノう詑政治 iの役r-1rこ頼る結込tなった つまり、政府がこの ι二うに

社会の別々にまでj百核実与するシステムは、市J升目C;Oの設、;成長を妨

げる要因となっていた同}政府のごのょっ会干Iふにすjして、各1岩」主 NGO

凶体l士、校極的な協})ノトら消極的服従・郊分的対すまでのば々な強度を

とるが、やはh、政不l土全丙l的hこ丸「立して活重折¥'11や堺伐を命ど t;れるよ

な事態をて甘かないよう、以乏に対処していゐ|刀体がiょとんどであるへ

とねf同さ :r~ ている c

経済的政策0)安iヰ刀、{っ克れば、中川は、かつて会図刀、{っ抜け向すた

めに、自然UJ!I]てJ市場UJ!I]に}正す.6経凶発炭];，7.:策を取っていた J 例えば、

I 大l~)jt.l農業学大恭 j 政策の h で、 19c8{1 から 1963 1 1"(1')世i に、}'1平

ンコル白uム区フルン♂ i)し草原:ごおいて、政策移民の深作である「建設

兵恒」がダラノ湖北LIft毛足にいっ丈一11;'当良品を設立L、九年対て会[1'1V) 

間銭面干置の8.6%を占めるつりでヘクタ )~を湖耕しだけ\とされている

また、 10ノ↑動三1，1迂も 'jr き 41 主経済建設を ~+j ，;、としたので、 ~iお汗成fミィc

はf昨ぴたか、その代わりエネルギーが七"渇;ニinJ刀、い、環境川染、

I衷が謀長IjイこLた〈ケくあるの J まり、料済二五桜および士院f足軽犯は全検~~な

行動ノ i ダ、ンとなり、 '~1恥え与rh主\.衝突する環境問;0 がその成長の

11ぷ苛iつられないままとあった〈

λ1匁7可li法士自於'Jt規旺純から見れiばま、 j非ト政府寺糾11材i織F故郎t幻1:号宰官， tてlは土Tτ? のJ法士E討f

らtれしるiJ戸ミ、寸才れL;は上袋，:::1主主殺1止主ベやJ正政&;μ向J有jに上るj管苦F到I体E削制iリiを'iIド三Fん治Jろうるもの ごあ 〉一1¥、

ゴ非ド L孜士府~，Ii紙Ii織の F汽諸1五i?符キT担回、組織J~'I了、 4十iTからの支長、 N民委1;正予会日干

山際丈捌 fl; ，司F7ぉ・ S9-.8。

9C イ引が前掲注'-;7・':l.lR----:l.l9支}

91 hup:: '\，\'W\~ 川 1 ~lLcom/ slw ¥'，"円p_¥.?ul=89η6&cid=163 (，ゲデ卜 Jν;之、;r~;凶ir);

:!~二拍手'inJ'Jl柱、でイ!:.， ¥__Liキ ;-t~畏j にある 最終了クセス日;王、 2U09年九月26

|lj を志向

これら若TのiJ、日;;、士山一i土、公主主主業Ji:j贈iJ;(1%9午)、外同時会者二浬組定

規定(1 9約 ii二入社JコHV本件足首 J~.条例 1998年j、天撚ゴ企主総l朝登記缶四暫

氾北ドバ (J99S年人恭4工会守坪緋法 (1998't-)なこがあ。J、ニ'Lレ車n法刻

~f.の基て 2()(l(l竿に改めt 、在中外町村 1422日 I笹 lf条例、;草i全会22正 I笹坪条例、

出会・主主同 14'堂"日当~条例などが策にされた u王制靖#・ l川 ftl~十 7ï' 什iJ fU

，1t品、 óO\ :J '~2~;12(.::Ci
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i;:h等仁悶Lナは依然と Lて である d これ恥の法作法規[土井政府

組織の百三立や管J寸]lにあ丈 つぐ、以下の上ろ しし:条件を'fJ~ているの

I'~"I 設 i'(O)ハ ドルがおい。社会対外~;OB己待理条 :ijU ~)条に[土、'1-十公

団体の設 Ú~ :、あた η て、 ~pilî-きはその芸品種士ノ迫祁汁の高査+認口占を

から、 Zfi己持主主機|主卜、申i古dる とノ主められている〕これu 主 l人 J~IF!{

fF組織の設立はまず、責ノ工を負う裟J均三ヒ守合うpfjU):r_→Hさを幻 Cはじめて去

コ己行球部門にあたるという l 重行三判品川が~ぜzけられている cつまり、
設立にあたっては登記笠涯部門の許認n;i/f.必要であり、 11'出ドヲ

理;二業務÷手守山 ~9i斗」、討する 1J3也みであるとされる

しかし、長務主旨百]j叫1(;t i¥GO 0ノ包理にあ f っ'(、多くの只{ぺ(1'~な責

任を必せられるため、詐もが受け入れよ与としなし仰といっ見解宇らあ

るu これは，'iC;O多方11者の情熱と積極性l打率を守え、正式に登録せず

活動している組市~も少なくな

川長助主3世話が帝'JI反されている 社会]J]休笠之官F里会 (J~ 1 :3条1取 2り

は、 同一の行政区域内に既石田九とje当の業務あるいは奴似の社全 E

f本を投げする記、安がない湯台、子f:~c営ミ重機関ほ沼町しではならなしL と

Cいる n この規定もゴヒ及川巡織の設立を市U:!l{~、 i1、五J な障7引こな"

町立青管時叩門とは、，，/j¥民政相管珂局、:ぇ?千省、市 l誌の氏生前山ぴ;NGO t【

"'謀、く:-l;:料以 (7)人比政府が去作湖沼山した稔渇芯J日守 また、業務主'U部門と
は、 T'伺務];主所l倍の1]1央井部・をUi::、間務主丑同機関およびヰJ務楼院、抱ら

早 LJ 上の人民!?2::MJ折斡門局・委員~~ぷj よび杷心際|喝、 (;::'1中国共出走中火0') 各民

任部門 代坪部門、 J，IゾJl早tl_!-，O)党委員会的犯Li'、ω部門および機側、小全人ft
i:\'{t-委員会T-ffj;j 、中 [rJifx協事 f{j庁、最古人民法院、最高ノ、民総察 ~~~t3 上びJ止

fjq.JJ \ の j 述絞院の杓応部門、瓦中共Lド '1とト'IJ年 l;j~:'J ，t T)"地り県U Iu)党妥員

会、人工己政Hすi 辺住されと特別な官官門および機陀な y を指して、、る、とされる

(lff同f荷主 .H'lT号ェ'i7‘31ヲ :313良L-.

'1' ~~~'t制前j{'~W 78 ・追 ~)g 民っ

:J!-' ;9:]三l:f、Jl'京の #ct'正宗;]: (1) J:う士司二Pi'、救「距などか中'L、い者全[九の子工とえ

を布ずるP1与も、米笥主J(j)まま日正YJしているのま J¥ 「緑色jω、」、「紋絹」な
いの上うな巳ター不ソ 1、情報発信を中'L、l活動ず ζ 出仏もある p

ユHp:lノ鴻協仇じ':'al!:υr.jp/j/lorum:' fo，̂um/sp _jimuノ156心IND乙.¥.HT.¥l ¥タイトル

は、 '~H..;f士決こめる r-: 外部J;;;:~G()_: -t ある。長4写7ノアセスロl二、 20:日午5月三(j
H i 予言げら

~Lì:.土砂コ:.，.1二1)l26日 1281 
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I引投資規F吏グ):日lでも規制があるの社会図1"c，笠記官，jリ条例10条:JJt!:i 

0'(土、「 ヤト↓ ú0 な f十二:同体 l土 10万元以 f の日動資-:í~~ ':l:有(ハ十 Þ"H~l0+十

会IT休または.fT;:!Z区fえをまたデる社会:耳休;止 3!:j }i~ J-;A J~ (1) ~首長ï}資告を有

寸べきであるJ と定めている〕このよう主規定も非政府組紋σJ設す仁あ

たれてちハ-i"')レとなる問需ヰザでめるといわざるをえないn

さらに、 I罰±詑'JC;OtiJの日比三三能ノJ0) :hJ!~-ki:もある。二二で孟ず JF.';~i，' 手 lJ

惟炉問題となるヮある非政府組織は、 mへあるいは小集団の経治的利益
を|文iる経済組織とし し変化し 11内外かりの立援金のそけよ[[1と云ってい

るこれが、];，7.:出発んのゴF.~c，zh'，; 組織ぜある続今(;:t、政Ii寸 fl~tiL: 又人;'!Jjtと

なっている このような:jF~Ui1祉織は、 4ト以下[á'Jtt符から北織し、公訴

-"えないので、公衆がその性質ゃ治sbl 摂 i ，~_rÎ慈し\公衆の不信感守

e'f山のであるn ま介、ある非政If)組械はポヮン予)-1':を J~い、政府部

門の代替物となっているけヘと U われている}

(4) 環境 NGOの役割j

LかL、[ í主のような盟主:か~'');:j1t離する少数の環境保護州体す除けば、

大多数の域境 KGOはやはり積，liM'0な役割を民た Lている 1辺、われるっ

ここで つの久イf江戸jな例をあけてみるここにする。

[半例 41 -c怒江Uダム悶発ーの守1しa
2G03年 5月14H、雲市省;攻府の支持(!)卜で、雲+i拍子E怒tて水電開花有
限公ri]が成立し、 I-p.~"-:;工 i'!.U戎:こ￡jJTる水力発電資源問発 IUfJ¥諾(J

流域本定資iJJl将司詩、;ブ Uジェク卜をい動させ乙ことになったこ当該ブ

ロシ ιクトは、合わせ CI:lのダム建設からなる[Ji電"'j呈.['士電外註:
グ〕不安広j色であり、~:~こ i 後の-):定紅:容量は2L12ノうキけワットとなり、一

阿古今、えて此 宇長野，前拘τF81・3G良」

)'，怒ィー;正予ベソトのノマヮヤ111，r;:It:二j;守Jしを持ち、二l'省などの少数民主弘(，ノ
ス ht) 地域丈 j~げし、 LいbJH内でダムのない 2 つ v)!1 態 ;I-:}川のうちわーってある

L されといる。伺川における全長は2G20k:liであり、ピルマおよびタイの北部

に人「工から ~);レウ?ンII[と柏、される回際的主ごみj川でもあるf 以;てli;間出一江お

よび会沙江と行iIEする lここち}流 のョ扶出、測が I[世界遺志ごエリ J'J 二j行<;tZさ

れたと長才1る (苦手持 l説淑完了怒れ :':(]i子主流」均{，];主主取引HJ40年 :iK~:ir~.L ， 

，1t品、 óO\ :J '~2 (i ;12(.::4
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ステーシ汗ン上り 3(0)jキロワ/トも多vヴ在宅}Jを持つへとい

わtしてU、る

2U03-q::. 8月lHii二、 4び改革委J，::[会以、 '[I[率先立妥 l

といろ止、 主力発電会千1・J詰測設司研究l史作lえの i 巾九流，T~:、お

げる水)J守口電言|利枝口吉J (i:ザー誌は 1主主iI中、 i!.Ihx水 TE言 j'ì市 i'j':~ 告J) を審

設し、 ν月3円にち国家主以境保ι一総局(土 UJiU戒における水jjf誌京間
'5si'll.i重i)Jの環.1;ミ保設[)-i]日開 J に闘して、専可本以談会を開催しと。このi主談

会にお v 邑て、%古:苫の ~&i~;;2， !j i悶発品~~!~\l:;，iえと!入対派こ'.~よかれ、 主主主同J、

「雲市大来JiU:Q ιいった市民 ¥GO 専門ぷおよぴ公衆は開花反対の

hfll力に恒.f02:'['];こ{jJきIうしたりリ)

今、司の争し hのf;t主司となったのはも次の 2点である仁 つは、ブロジェ

クトの建設は公jv利益;なるのかという点 いま 'コは、アロジ L クト

定設の政宗主決ノ土合!J、であるのか k いう凸、であるコ前者につし」ては、Jr~

午;干従j]'i';才士は、 クム主E設はt日JJ 寸十}(を貧討に?から脱出させる

お:)、環主主:こはそれほど影響はなく、公訴のとめ J三、と寸るわこれに対

し亡、原境保議市民グループは悠江水資;岬同党による干JiS:Jせ得苦i土、電

力会社や凶てあ:')j'J ¥地快住民の生日にブプスになるシは絞らな可、 1('j、

伴氏の移動[よ乏なる ttl本1 居を l~ やし、二なJ主主立波j主となりカねなし h と

i怯する〈また、原境保設1[;民ゲループは、開発;土安亘な動!IWtdJの/iq，j;

存浪士去するので、怒iI存tJ然のまま Lたいという ι 後者ドついて

l よ、 ~xJ1) シ電力会社;上、 プロン クトグ)政広氏ノト:<，ょ:YIj、ごあ i)、計{釦)1

"問1学み前掲J主97‘ 11頁口
% 十-:U t;L I;{主計 6争1 日立望新三日淵FIJ20似イi2;JG ::ゆJtI3:?5口「
11'r1怒J上発電け:'¥よる十半年の干IJ訴となるおり涼jLの分配抗E廷に.r_)いと は、 so伝
子Rが|王の税たとて紋われ、'l，7偽売が沿h財政の収入ζlて抜われ、内 1)ヤて
が電力会叫の収入となれ沼地住民のおl誌につ 1.-'て 三も触れられてし hなし川円

五s"Yt'，:ifκ決定伝河合還 J;ヲ司週間?'(i¥i4年日月つ41::37<ゴj
やその机拠とし ι!手、 i.:{白J工/;tm水ノJ'Íf.-屯所が199Gl:こHf:~L 口、るが、ぞ

れ;伴う数多くの五五九刀、肥沃なート;引をl学れ。 )1)奥の注存関恕二品11量、収手:q杷

を jヰるどこ。か、本]j注 j、の仏大原 [tl となり、ま七、政I汗何お J子がす与しくヌ'--;~

Lたため、きらにi=i囚iこな Jがこムがあげられて v、ゐ 溶芋滞';S:f.J火之争

的実質.Ir)l恒c.主主初り4年7j明日三船

~Lì:.土砂コ :.J'119) l26::! 13C.1 
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結応、本件仁おいて、原境刊じりを含む議:立保護市民グル アグ) ':::，1 

ジ〉 ι二うな努力!よ最終的に怒江ダJ、建設行為を差し止めることができな

かりたc だが、社会の環境保~~ヨ、識を日興担〆、 '1'央政府の政策決以に大

きな>ハクト宇与えた二とは同法いない-引は巾求人民共和国史 l、

政府や電心会十11:抵抗寸るはどめてのrtI¥，iiE劃jである 1("町、といわれてい
③ n 

[+1::1，.:においては、政策決定がブラ t クポソクスで:{.----::われ、公政策

U、定へのさ主力11が欠如〕ているため、 その私学件が欠如…多僚の損失，;;，

浪費となっても責汗追及の{組みはとよい状燃が続t'ている円例えI;f'、 1';

是正計画祥 f王者Jミ半会華の;~によると、丸山J/:l:t の全面における制限 lEいの余

額はなんと200Q{g，/1ーにも 1'.:)、そのうち政議決定の失敗によるものも i汁え

ば違法相保・投資ー借款等じよるね失だけで72.31言yしに iるという lC'

Lかし、;析が、 Jxl付官僚汗ちのパ第によるH'i7守についてじっ責任を
きるのかυ

今日のう子江タ H にi辺守る殺しい予いを'N:て、少なくとも環J(;;;;GOを

柱とする主の松環境保護ゲルーブがわ到しはじめ、ド政の環境問述EY策

決定はい米のょっにi'!i1Jできなくな J j fごすヌチが;(~λ る J

巨人環境，，(;0のような社会阿体以、 l環境グ〉保護者 l とし亡とり

の役割ではなく 政府の !!f，'， 何者」こしての役京;:~:tD.いワつ発以しよう
としナいる。こ{I.(対して、政府は局地目GO0)原境保説l対する役割

を必要とする 方、-ìHf:能な ~xJ1) 行為が暴露され、執政12能を宍ろことも

おそれるとし， ---)ンレンマ;:73ってし hる。よ〉て、 E患1ft:'¥(;0に"fして無

効、林:1、黙認なと、の非竹 l、投宇佐な刻L己、をと η ているがゆえ L、城ゴ克

¥COの{す置づけは依然として低いのであるι

高lFJ点長を続ける [:1国において、球境問題lエヲでに政府の 子;こ負え

なくな.，ており、環境目じりの ~r;]?!~も欠かせない存在と t: ii)つつある。

また、 ¥GOの活動l土、「小政府、大千|会」の文IJ!につながり、長王的

公メカャスムへの裂け拾になることが奴伐されるの

これと社比してみ .6 と、円~(-1) "GO It弐王化をJド帯とし、

l 川 7-2点飛首1~;~主 102 ・ 1l4-1 Ei子T

l;'，r 院 l'安 l怒川大; 争前中00料千1;(策J 1I寺事↑丸山 ~(J()'l'(i" 7開示到。

~Lì:.土砂コ :.J'117) lよi1 1321 
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~tij守J仁非常:積極的l、取り料んできた J 原境保全治開 l、おいても、t-'ボ

独立の干の恨レベノレでの活動が今日の日本のi#，視する白111.民土之友・

といったj十二:侃11{~ につながった問、こ"，-"つJil.滑に賛同であるつ

第2節 環境情報公開の実情

J主報公開(狭義)とは、政府機関が1'，11止め知る村上手lJを1*附するために、

その保おする Y言報"，'1を開示すゐ行為手tn-g-I'"、とされる。こ Jiをはると、
政汗0)1古絞公開l土ト'IR1)知る権利ご)保障の抗提条件であり、十弓限公開が

なければ、あらゆる?と帯主的・民王社会l土凶釘に;析することになるしそ

れゆえ、信市公i}}.1の有無が当該主のtci:t+をl文jる共，'ifねよび条件であ

li、、!?該託会の公衆多加の丹王子?いを見る Jて;宝でもある川、といわれてい

/~"") n 

I*J京市のi1:"7~ 近、投|去七玉、 i*ろく県などの治区において、千丁J文機関、企

業、主l:.i~団体はに1翠J詩作:法制 L~~~.)ぷよぴ公民などを士J1誌に行われとア

ンケート認査に i:hば、限界じ苦境デ~ ~~知っている人の比率 1;: 全体グ〉

R.:?' 訴を占めている~:: ¥， "与 また、化，C?~ --:-:1品からの時五水お上ぴイ1~nJj孟量

のfヒ'J:H，'，n:ijO'ノ11に訴れみむとき、 ;J(.'.tp.ーが繁茂する現撃にはしての日告、に
は、，n，、現象とれえた人 r~12.5% 、引、予言増加現象と 7tえた人は39 ， ()~lÓ 、

nくない現象と/;;えた人は21.G%、〈子小つないと答えた人は2G.3克で
あっf:ノ vぺLC この調布からわかる Eろに、公取!日y:誌に関する知識
が不庁じてい乙ここは碕.J>である=これは公設のI知計苦戎および環域知

l;'，;:; h:'η 、¥， ¥'V¥-¥. :Dll円 lu/hq/j川、iliじsr/η&日 ν<W();j/i、ηれ人日H)i:1l(l.!;1nil タイトノレ

は、 I~--~J:.社会の様け焔d 民十的プ口七ス tこ ;-:1L¥;と，c;oの役割J であるん最
終アクヒス:11止、川)09年5刀対11iを会照3

1山政If.H道官、:臥業あるし 3は商業秘密および個人rJ;ノfブイパン にかかわる情
報;~J.、引の関 J::::常利は阿部寸べ主であるとされる u土効 有利i王 2 ・ Hl~H) ，

11" :1~;'Ptiアセス〆〆 i 研究会編 hお治7 てスメン卜基本応ロi\-frf典(~ーム f

iJ\~!i 号、 ;?i州)年)同頁υ

11':' キ;S'f!:芳・イIJ子訪日街。 :~.::2.r10

11::: ~ ___ ~戸危=張者 l 公 )"rU;;':U立志;主主1参 Ij .J:~境保烹:現状U'i抗告F報官 d軒州 1'J:d2004 

-403もち 〔稔1:~g朋 19日 ~ g() .t':1-， 

u， .1t品、o(1¥;j.~lG; 1こ(:0



中 1-，，::7));古底アヒスメノト法市山立の1551宣 主E;:j ノ'lJJ県 3

みが昔、直d0:低い，.いえばそうではあるが、その{止さはいかなるものt

認[!;して v、るのかをμ発点と Lて、以境情料公慌の状況 公取の主1る濯

がJを考えなければならないように円、われる会以ト、工fRJ支イ占引iうと閉じi")3百Ei:::
，'1，1士→ r "!， 1 、ν、dノし勿 )G.:... .7式 d、')

1 環境情報公開の沿革

う{末、権力者は I不問小i.i寂則、問ノj、(j判外， 11:)をパタ ンにし、与

樟情報ヰ狛 1~:Î 1.てきた 公黙のi禁法i行特に到する泊る権利につμ て、現

fJ憲法はJM定を置し斗亡いとよいキ 89年法llX:2::町立、 'IH計七および省、

t:i ì力;豆、 i主 EHJ〆市 .J) 各政，I{，;'r~t坊f*J~h];ヱ主主ずが|吋は、定期 :'19 に環境戸書を

強行 Lなければならなし，J と出乏し、その31粂は 事此まどはその他尖

党均な弔慰の発生に，;.:1)刊号Lをもたらすか、またはi-Jj染事故を引き起こ

すおそれのあるw体;土、 i:'t" -1:"，:こ対策を講じて汚染を匁J型し、速やかに
ilj 会による危言かノkぷ可 ~t'刊ーのある I1fノへお 4ぴ{与えに治判iするととも

に、当地のI~A{f;，~法行政伝子守部門と関係部門:こ陀 :~7': ，'".と見定rるu
I}I) 者;土政府 I\I)~~ ~::.けする 検出:'p~j素泣;IXì足の公開規λじでめり、後者ほ介

業(，，:対する事故発生日?の緊急、字詰吉(三:謝f ガi主のみであるが、政1Iナや企

業の環境怯報公淵につし ιて、 i山与、¥'(;'口ゴゴ什|ヒ:の動主を5i

l印〈日)0訂7-1午Tの「中F六 1子有f刻令丙f代t表)"¥会[によおいてJうヘ平コく 「公日問巨原日則tが再疋: 
ムぷLt提走走起i詰;さjれL、これを，;.げて30何年から、全人代法 l吾、 1，1 土市Ilj肝、

公安部、国家.f?~密}凸関i主役関の20#、むの委員が王立Ijil吉:'Ii公鴻の立11、に

上主念:することになったが、その は艶航の よ主をたとる c

2以)2年5月にク 1トン1]'f主促進法小可決され、 2i的3年 l月 1 よじ主主

?1 75 れ t_:. ， 占~'r，公開~':~t*J述Lて、ここでヰ!:百Yえに位するのは次のいく

つかの卦1'.~J二であるひ伺えし上、[司法、 : i去:土、 I管、白治:豆、 古叫11人民政

府政±託lJii護行政↑行お門は、クリ ン i[: 必に対ずる段告を~:'rr:fヒしな〈て

はな止ないU クトン '!i笠を促進オる要求~ ，~.. !.七、じて、お菜の汚染物質の

11:， τ1~~-)] 論公 S;!t多 'J ね境影響J街中f't:;t3 自公究 ilj:~r主J (.1 毎 1三:二IJ~ (104年 1 ~F， 

J:lUH吋
11-'1朱融行軍;121.[1情権的絞:丈ワ補tえ従開I}f'，.);:~良子r故tん入 1 i't:デベ)();)'lG則(，; 
白

~Lì:，土砂コ'，， -11引 l2 ;j 9 1341 



ふ 士山

間 "iG

排出状況ト基づき、)ずれ一地域の~安メデ 1 アを Jill 1人己~，g ;i'Wj;!，工事選通

ィIj染物のfJt:IJIや総是非;.:t:1を超過 υ 丈企業のリストをた三乏し、企業に対す
る土日記からの結!??に依拠を渋↑辻仁ることが℃台る lこ:キメ;し、 lπ1，士3:条

は、 半法 75たの規定L基づき、汚染のは刻jなや:長リ人トに殺せられた

:企業:土、|勺IJ寄託:~~境保設n~;I:: _T_ :r守山 ~SO));U í三:ご従い、ム安 ~(lj染物 0)t.Jf 1:中

を公表し、公勲:])単7廿を受iJなけれしrならないーと規定する n また、
|司法.Jl粂(j、 本圭31粂の上見定に反し、 寺染物]1"1'，別、況を公J、しないあ

るいは規定どJうりに公去!な v邑場合、 LF、級以iの地万人民政府のユ禁法県

議行lf5(-乍待出門:よってうと去され、あわせて10ノザicJ11、の辺判を科すこ

とができる j と規立し、情叙公開規えにJiした士号台のじ、'['，頁→u:にうしぺ
定めて v通る u このほかに、俗世公Jむにつし jて4記述Lbtiさがないわけではな

し、'"ハ

しかし士がら、非常に遺憾なこ kに、許制1ノリ之、公表参力11:こづいては

規定を設けるものの、それを支える五位ともし ιえるべき情報公聞の新規

定は見当たらないτ これは現行G~f:!lîi'去の致命的な火山下ともいえよう p 清

三浦JP仇之}知る梓利の1iFl泉は去の公衆参加の実現に欠かせとごい条件で

あり、c..'-..J{~! ~~ ，0: .iJ.f， iJと定。)必問、的手段になるからである J

2UU6-i-y. J 月から加:行 3 れた環境公来参!JS聖t/i~祈辺、には(結 1 r'，:'兆五百c

l)青参目白j、情報公開規定が定められ1 いる J 具I宇治いいえば、建設半

業者またはそのé&:~tを交けた原Jぇアセスメン 1 機関[土、 J票境 T--!ゴスメ〆

ι、報古書を作成するプ口七ス、環境保議行政主管部門の計百i:~，DJま1::iよ計

d、可を-hうプロセスにおいて情報を公明すると'ji.抗(5条人また、 d

1:を第 2孝治 1主hです7-n:jを設けて詳細に規定し"Cいる J

ここで、出~'r，公開(7)義務1て体はIti1辛苦言話、 l~:I見 2'r~m-f幾問、環境保設

行政主管部|可と右っており (7主人足51t事業斉J土出域許litiJ機関に交託

後 7U 1;'内に、同 l主いt:iを公開するごとになっているけ、条)。 定立事

-~者または "I'I::il，実関は碍境?ゼスメント手当号の許認IlJ ?:仰く、前:一関連

"例えば、ク)~/生仲の:主:い、殺古、普及、ヌ路および常督\品全!、ケ i ー

〆 j さの政策守十リベトlー[こスσノ公長;]()条J、フ 1]ー〆 f 主に己司r/:~) ~又術、 l 持、

設備%3，):ぴ製品の案内:)ストの公布rJl主主j、資抑制J約・汚染防止の成果乃公

表(叩条〆な rがふるn

1-3:， ，1t品、o(1¥:J'~14; 125<3 



中|斗|の環喧アセスメント法市111止の構造 、E川 剤1):*(:)1

内容を公開するとされている(日条九そして、公開するノら法として、

建設プロジ L クト所在地の公共メデfア上での公告発表、印刷物の無料

配布、その他のノ6i去で知らせることができ (10条)、許訟可後の環境ア

セスメント報計千ヰダイジェスト版については特定の場所に提供する、守

川ウエブサイトを作成する、その他公衆が入手するのに便利なJむよで公

開することになっている(11条)

しかし、ここで作意すべきことは公開する環境伯報は、特理リストに

定めるデリケー卜な地域に建設 fるプロジェクトに限定され、また、行

政の許認可川の情報公開について版定を設けていない/:cである。さらに、
政府の計四環境アセスメントにかかわる情報公開については 切触れて

いないc この意味では、当該訴法も致命的な降究を持つものといわぎる

をえないυ

ところが、2000咋から難航していた情根公刷立法が新たな展|井iを見せ、

2007年4月に政府情報公開条例と環境情報公開緋法(試行) (以下「清

根練法」という)が以生児のように誕生したc そして、両方とも2008汗

3月1Hより施行された。内法規の嗣Lぷ白体は、高度の中央集中前政権

を持つ巾固においては、同期的I主義を有するものと考えられる η

情報耕i土は、情報公開について、誰が誌にけして公開するのか(七体)、

何を(内容)どのように公開よるのか(方{刻、そして情報小開示の責

任は何か、といった問題に関して明記している。

〈む縦士克情報公開の主体について明確化されたの情報公開主体は、政1ft

および企業に限シとされたは条 l項j。政府部門の伯報公開はは中的公

開と巾訂による公聞があり、企業球境情報の公開は、白発的公開と強制

的公開にそれぞれ分けられている c

芝公開する情報の内科範囲について規定されたハ政府の公開する情報

範同は環境保護法律法刷、政策、恭準、行政許可等の17種類におよび (11

条)、企業の環境公開情報としては、超基準および超汚染総量企業に対

して 4つの情報を強制的に公開するように規定している (20条)。また、

般的染iT:装の回発的な情報公開行為を奨励する条項を特段に規定して

いることは興味淡い (23条)c 

O)i育報公聞の)j法について規定されたじ環境部門は、公開すべき政府

環境情報を政JHのサイト、公棟、ニ Lース発布会、新聞雑誌、ラジオ、

北1*朕)(:5'113)1257 [1361 
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テレどなどを Jill ドて公開し(1 3 条j 、起企業[土、 f;;1:イト:~~のポ嬰なメディ

アに部境情識を公開 υL2ム条八 伎の必企業以、メデ A ア、ノンタ-'(、 y

Nあるいは企業の環境報背の形式で公開すべ主こされる (22条)c 

峨j完治報のメ、開示直江につuて定められた。;:5:)市環境f言報公開事業

グ)ñF _{f;ld度、十 i 会三千~:nílj' :J Jt、責{二追及川「支が設 !J られは生条j、悩報公

開に伴う具体的行政行為沖、住民:])合法的権利市~Iiitを侵宍 L/ニ場企、行

政不目立中しげてあるいは行政訴訟を捻起することができは6粂2

直後主任主..jr.; C~ .-c 行政，\I~~どうJ を干 r ずごともでさる (27条)U また、

~~.:見伯収 C)小間ノトペJ 、 5情報$W法;ご反するその他行為に対して、 L干紋Jj、ト

の地)j人民政J('J環境保良部吋:;t1(7)元以下の泊料を ことカずできると

されて〉ミる 28条jLJ 

清報相法は L述のぷうに明梓な規定を設け、立法 lはかつてない忠告

を逐げており、今fえの呉体的な巡mが注戸されるコ

2 環境情報公閉め具体的状況

;述の仇うな伯下11:と関心法の動さの中で、:素治i丹下、実際にどのよう

:二三:表され、出上誌の知る

さZ3オる 3

[土》こまで限停されているのかを、以下で

(1) 審物、マスメディア、イン:$1ーネットなどによる公表

改革開放:作い、また民7ワ士市l宝"~の高ま 1) iつ札、 J票境問題i土E3し

きれない事ノ;シな 11、ルUtif苛Wi工島コイとからi杢:火iこことl判3れるように

なったc 刊行物としては、 1982 Íf-創刊さ 1 した 1--11 1 戸 :J~土安利#丈Jにおよ

び19例年l削1'1t:引 f二「巾最」主報J 引手lあlアることができる
89年決は15F見伯校公開(:__--.J ¥，ゐ亡はじめ:...h見f~を設けl\ その，1条21良

l土、 国務|完お 4ぴ省、自治区、 l主将I:Jの人民政府の域境保訟行政主*

出1勺土、~則的に環境っ人況をと収を公ぶしなければならない j と定めて 1 、

るu 二れを受けて、元?引のJ束j克情報公開にあたっては、巾欠レベルから

地んいて 1レまで，VJ主主畏聞を豆ゼ丈円

まずn及に仰するのが、 I;j ~)O_f! かり発行された I環境統計公判し、 r-rll 

何時、J点イ|鋭JぷよびE)98itから公表きれた "1→同級uリ寺市j、

11"手蛇芳 七j宇品t主1t:~ ・ 1 :3 1 頁日

1-37 ，1t品、OO¥:J' ~1~; 125(; 
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笠グ)1班長 であるむこ Lベルの梓耳立つむな古物であり、山 1，1の原

売主 :l}~i兄を 5九市する与えごよく千:JI+-j'c. tしるよよ
凶タr省、じ i茸特アIi、市のL1賀川、日公司f1， t'ilJ主 流JPk環境日、況公

報、部I:JフTI気疎よ克jtuL週報・"手法llb、企業環境情報公戸!手間円刀、いで発

l'J--され:...'0/いた J

のほかに、辻、社ヘ令集、調帯幸司i干ヰ害、仔ft千三て?門誌などの球攻

it霞同法σJ吉泌が数多く，'H伐され、公湖資料として市e，x.されているとlτj
lぷこ、 μ ままで内部資内として扱われてきた各種J岩j克悶1亘の必託、

託料、 ci~~J.J設会ども公去されるようになっ犬、利支ぱ、「泊三:jdv.:詰問題

に関する必が国の!札口IJ立場 j ~J 「国務院環境保渓妥員二:二L汁一陣

編(j、 2) J (1988司、 j095'IJ など均すそれ iこあたるバ

fニ、書籍のほかに、テ Lピ、ラジオ、新開なとのγ スメデ J アと

インターメ:'に c~ 6':"青報公闘も -~1l ヅわれる上与;こな Fノてきょ ll9

しかし、上述の谷子段で公開される環境情報は、環境(知事の成功測を

強~r~j 守ることが多 ν 九例え:工、 1翠J見ア，1ヲスメン i 削!え・三同時制11之の iτず

し冶実行$といっ 7h明。ぃ市が手hY であ:')、手、業グ〉晴 f~l; :，くク管理情夜、

げJ訴と被ア青説、環境アてスメユト::tiG'斉およびその宰?・五五ロj過泣:こ認

する伯殺とし ιった去ニモ宍の討;旬、{よ殆ど公苅与れなlぺのである'1'た、環

境保謀部門lこ「正常境情説センター l のような組織誌が設t吉宗れとし、る

が、それは、政府出門の原1克也忠仁あたって、，1:'手なモータ Jングデー
ヂぉ上'll資引を;定供するための組織であっ t、決 1 ...，.'住民に田辺境情識を

117 学芯京 寸'J梶注日‘ワワ頁

w， :99'ïl~ 1 JJ小り、計bH6ク)環境重点都:Iiがメテ(-)~を 1泊じて、市川日早 J~;

甘くか溌布仁、また、 20()1年 6月五日より、 41-の弘;埼深護王山:1i;)巾がくr気質皆目
指ふ叩九ァレソ同心通て/ト!玉lに7とおしてしミゐ(半世丹.1It掲片刷、・ 270貝J
11 ~)字志 t~ π'H号汗日j・2:2---23頁〕

1'-" ヲ刊)年代中ご人的出ÀZ:~手 1Iのな言にf可えする「止 rfl 幸::-\百三与 'J:j:，~，のトに R8

るい出は八;人口苦い凶jは 5J"Jという出活九一ルがl土じまり。，上い、:とをHじ、
長ν~とやあまり報じなし」ごとになっているグ;えは、 1999主のιら初、の羽itri'

(::.f号哉されだ環境;!h色沼事のっち、 批"，SO)d2.事 が全体0): S:'うを五幻てL る
のに対L，r安める記"Jは:19%，~ 恒例的多数を市めていたとさ札る(原剛編著

前担比77" 31日百

~Lì:.土砂コ :.J'111) l2;j日 1381 
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公開するための料織ではない lヘそれゆえ、 #UQ:陪でのいわゆる結W:Z:

間以、政!Hジ〉私:!'~凶jな公布に較リ、でL民の諸Aciこ上る公|非nif以 1;!jL~;H~ 乙

いない勺て、政府機日EJ土、治報公鴻の 導椛を:})，'i)、七分Jこ--t;利か

つ都合のいい言報だけを流 L ごいゐに l邑ぎないlZ~ 以 l¥ した

イ1 名な;JJ1!牛を取りあげて、企業や政府の情;，:~三慌に|刻する 8~絞性を指摘

4ることに jるハ

(2) 環境情報公開にかかわる具体的事例

1) [宇例51. C重尽き 1:) 問~~.ん匁ガス鉱のU良心事件J'お

2003年12月23H 21 付55分ζ 今、中 I'i~ 日 11: 凶'1 1 省東jこ大然ガス

!領主、L、 J官庁~>:))6üoui'吉も走!{える引いfヒ;]<素がた〕に大気 iご討uし込，くだし治

時25分ごろも すなわち事位発月後 i時浦半を過ぎてからも L甲山孔附はずス

銀行1会社古川J通報百足を受:jた その後緊急救蹴事述、:ご入るが、!.~、急対

第がjifれ?丈一め、 2:i3人が死亡し、，1000余人がrどAJilj、9.3ノう人が被了写を

'i2けるなど、 '1':豆石ィ白菜穂におiTと}安:f)j。雫件。)'1'¥イ、死傷者の数が最も
[f. ¥，ミ火災前ーとなっ

ここで問題となるのが、次の 211、である

パ土、工事城ijjJが住宅地から、Otll もの;~くであったにもかかわ lっす、

イ1';i'"に伴うJt!険性を含む企業情報を 切公開しな治ったことである c こ

のためiiRi;l. C寿克明ス相」のうえ♂1:.古奇余儀なく手れていたものの、

財;化水素r汁1る知ぷ;土全くなし上って ')1故防止の心構えも全くな
人、+.
iJ' 
-
コー

しま ッi土、1Tr士千'/1 の H¥闘士三である c ミT )，1 \iq~ 

じ近所内H良平行政機関に l邑報Lたのごあ引ば、被与はごこまで拐、人!

なかっ;そであろう U

これらの司lttの彼氏には点、系情報の:ミ問問題が絡みC7っ C、最終j'0に

l::~ 持!二、ニ怖が:;~ll主新長 "11 1 トiJ貰j立保時法的悲本制度軒先 (111 司、去制出版村、

2:K~~- 三三) ;-E¥i釘L
l川韓広 椅~'!-ll，j，縫フ台・己iJJ弓7十 21・313qr;
1日)臣認タイトルl士 、主産-r1i::Iヨ込的J::'快気ナjナ1.11貫主1附ぇヨ)で£る(字昌殿

主編、京直結編若環涜i云J芋耳:1刊枚程支門人4十 I~Jj版社、 20U6 1::') 70 ---71 q)， 
1 ~ I 黄-ai-:年被

I

井口主事足ゃ宍3tI災きIfiIl検討.1f"存主新|当日!iIリ200.，1'T-1 }-] ~:口+
閉山目、p

r ~39 ，1t品、o(1¥:J'~l (i; 1254 
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中 1-，，::7));古底アヒスメノト法市山立の1551宣 主E;:j ノ'lJJ県 3

活情報公開: よる知心棒引が正予保されえな v叫立実的Hf章、が澄んでいるも

のと11われるの

(2i企業;'rI，重!)の環境影響情報が不問jJ、である= 業にレーてるこ

とではないが、企業活却jに伴つま設豆長響、人のLL(r;ご・健康に討する

と手0)'1弓阪は一切湖/れきれない U ぞれゆえ、住氏は、一台危険なl品川:ごしミ

るにもかかわらす、平常は事行妨:1桧怖をとるこ)がvじさない、Lたが J

て、 ::1，-:1\， 0) 人誌がJ 恥 111 法的権利利主1'[: が犠牲になり続けているこーがち~':'~:

ゃあ人う

l引企業C)¥r地力、不介理である ト述。)2つの事例カらわかるよう;

り SOEl の )LL~'~ 虫Eで十字寸る([三官例 51) 、あるいは町JlIt}) jjlreに

七長引合物日1:i f1の企業を互支出する [事例前むことは、ブ口ジヱクヘの

ill-jjJJJ"，?~階からのミスを意味する訴前)f:}土の捻j丁目i;:、建設済みナょとしても、

企業は追跡;TLJ，事{主的司似をすべきでは土方、1)うカ Lかしながら、

凶営企条?特大企袋二そが、その午i殊な地位やuたな出忍tt;'-;:1tを??位lこ、
何l(の十日;1'1和l詐，と俣7主;寸る/¥主な汚染源のーっとなッているハこのこと

からも、 ii; j主の2州日年から!f)J交した3夜の環司風暴はJ吋fを得な詰おっ?

とJ[l損Uできるの

iHワ1tiろその法的ヲ11純みが不完全でめる。 1998:if♂〕オ Jス条約lJ

は、公民の域活に関する苅1る株利の救済に(止、行政的汚と司法問救済

の 2l~主要員があると明時:坦シ」している J しかし、中川では、 L~;己の 'J( 初j

:こ張るこシれよなu、が、事fH主主?をの放j斉仕組みが欠如しとし:る

関連の辺、待ぷ、規，士兄てみ乙と、行政計を!i 1 ，("と 7る法的責午が七ッ、で

1::: ~J--- 7 ス条約の 11'えな f片付、，~、， J，宗法;こ糊する、情性へのγプセス、煮や、

i)J~'(;: ~二 23 ける市民参折、日i1、へのアク七スに苅する条約」とある 1"1斗吾、川料

情委員会口TI¥ECEJ 土、 I抑制一(iJ-!にデLマークのオーブス市で;:;j4日ょた間

淘僚会議を開催した、この会君:1、')了丙吉10ミミ i)'民参加条J(j)を受け、↑E

lÆへのアクィス、 J.7.:策 fJ!.:定 i~ff:への 18: 加、 μj法へのアクィスを 3 つの社とし、

時J完うj，:r'-fにおける市三参JJUし)'fI::逸を F;均とした， ']'-7ス条約::':2001'"Iu見。

:) ~C効し、，:J-()か :1が署名、， ，か卦カ ii可し、以来円環境情甘い?知る権利山保険

i 、医跨 N~8\j収物l を従洪している IJ主許'f >V ゐ渓光 r{.b主i~;1斯ノー:去り '1 ゲ:JJJ!~#~

~rl' l古桂及J-t .id不 正論我国公民環境対J育権的立法守実践"、ι 汗学報立命()f)年き

期:511い

~Lì:.土砂コ:.)'107) l2;jl 1421 
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者t~ され戸、情相、カ吋袋五 l であるj話{-?"::' ~l~ :1 、'l'J'jf~ωミ科されるというのが

一政的であ J た 1

:とず、 1去J烹11設不)]iljlし点ておよび環境行政治訟に関する環境行政不

政主主査および行政 I，~; 'J卓誌は(時j~ffl戊決議lナ行政!と、

(2∞7年 2月1Hより抱 立らぴ\:_._{~J:主怯液公油貯I主(広請は

b，~公阿部七ヘ1)(ワ00万平 5 月J:. t; flti.1i)は、かつての1η或を打ちli&:1)、
lん-~分野 lこれける行政不;問中しげておよび行政訴訟を提出守誌に L、は

じめて制;1支均な枠組同をよナ去た l;;~

しかし、ここでの行政的;J0.i巧の権利保荷が、政府環境情報公開おJ;:}' 

Ht主的多了政1T1'&.J)場台なとに限〉、ごされ、 しかもいかなる1T1'&が政Ii日苦報

公l正の具村、的行;?k行為なのか、また清械ヂ|刻示の行政イ、作品告の場合はど

うなるのかといったウは全;不明待であり、只官:eつな運用にあた円て、

かなりの凶誹が生じるものに考えられる

次に、宇件後のでの他の司法J支凶(民主 ;IIJ宅)について、 般 1~ な

環託汚染や俄 l長による石j法院丸山(長~-+n;古泣あるいは刑事は、士文民

尽き整備の沿革l二件い、平くも ;9SU年代か円仕え見されるか、環境情報不開

不法Tによる訴訟亭什I;iし、まだに凡当たらないのそれゆえ、縦士瓦情説:!，:

問にヵかわる l"'i氏の知る均五Uの i年:位以、にお L ミても、 -n]U~~支J1主にお L ミ

ども'li'l;rc戸れていないのが了完j大であろう A

、'fJR己J

4斗向は、北海鼠大詳若手r土防 1 CY;:1¥'(論又"(2009:r-ド3日25H段守)

(、加半・修正lたものである なお、古1羊・修正にあたっては、平Jjl<:2C

年度北海道大学ノノラーク刈己目博士役摂課科在学牛サ究助成に主る緋完成

果の一部を111り入れてし、ふ1

l 氾 f刊え l工、端境情初公与1i，~非iL~6 条 2 JH:.二、 l公夫・1.1人あるいはその他の組

織l土、政Jイの環境情 'd~ノバ同 12予ふオドい、環境保ぷ部門の具体江J な行政令子為が、

その合ìJ、 L; '~Jな +léJ守l 議を侵台 L/~ と認め行場合、行政小限庁しげてあるいは行

政l訴訟を提起すοことがワさゐ Jどtぺ疋め古;:hるn

r ~~3 ，1t品、 óO\ :J '~UG;lこ 5(コ


